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「寒川 学びプラン」実施計画について

１．実施計画の位置づけ

「寒川 学びプラン」は、平成１８年度から平成３２年度まで
の１５年計画です。

平成１８年度から２２年度までの５年間を「第１期実施計画」
として実施しましたが、今回は「寒川町総合計画後期基本計画第
１次実施計画」に合わせ、当初の第２期実施計画期間を５年から
４年に変更し、平成２３年度から２６年度までとして策定しまし
た。
なお、毎年の進捗状況調査における「前年度実施状況報告」と

「次年度の実行計画の策定」について、引き続き実施するため、
実施計画は、１５年の基本計画を具体化させる目的を持つととも
に、毎年策定する実行計画の土台としての役割を担うものです。

●実施計画の位置づけイメージ

基本計画

年 計 画15
実施計画

（ )年計画5 4 毎年計画

基本計画の具体化 毎年策定する実行計画の土台となる計画

実 行 計 画

２．取り組み方針
第２期実施計画の取り組み方針は以下のとおりです。

（１）情報提供体制の充実
第１期実施計画の取り組み方針で「生涯学習の基礎固め」

を掲げ一定の成果を上げることができました。なかでも「情
報提供や相談機能の充実」については、生涯学習の入り口と
も言える重要な部分であり、引き続き重点的に取り組みます。

（２）時代の要請に対応したメニューの拡充
社会環境が急速に変化する中で、生活課題や学習ニーズが

多様化しています。
これら時代の要請に敏感に対応した学習メニューについて

拡充を図ります。
また、自治基本条例を踏まえ、住民協働など地域の活性化

につながる事業を展開します。

（３）成人期・高齢期の学びや活動を支援する事業展開
様々な世代の学習や活動する機会を増やして行けるよう、

実施計画ではライフステージの広がりを意識して策定してい
ます。

第１期実施計画では「団塊の世代」が定年を迎えることを
踏まえて、地域に戻ってきたこの世代の力を活かしていける
よう、活動の場の拡大を考え、事業展開を進めました。

第２期実施計画でも引き続きこの世代の活動を支援すると
共に、特に学習活動への参加が少ない成人期も含んだ世代の
活動を支援します。

（４）教育振興基本計画との一本化を想定した事業展開
平成２７年度の「寒川 学びプラン」と「寒川町教育振興

基本計画」の一本化を想定した事業展開を進めます。



３．実施計画の項目構成
実施計画は、以下の項目で構成されています。

施策名

基本計画に連動します。

４年間の取り組み目標

今後４年間にどのような学習機会を住民に提供していきたい

かという観点で、取り組むべき目標を設定しています。

主な実施事業

施策ごとの具体的な事業を掲げています。

(事業報告及び事業計画提出時の取り扱い）新規・継続

平成２３年度までに実施している事業については「継続 、」

平成２４年度からの新規事業は「新規」と記載しています。

対象（ライフステージ）

第３節 分野ごとの学習〈 〉

第３節においては、ライフステージ別の事業の対象者を○

印で記入しています。
ライフステージ欄の「幼 「青 「成 「高」は、それぞれ」 」 」

を指します。「乳幼児期 「青少年期 「成人期 「高齢期」」 」 」

○印については、事業を実施する際の主な対象を示すもので

すが、事業を支える側など関係する世代も含めています。

なお、成人期と高齢期の表示において、高齢期に向けた独自

の事業展開のあるものについては○印で、成人期から引き続く

ものについては→印で示してあります。

なお、事業実施の段階では必要に応じて対象者を拡充します。

対象

ライフステージごとの学習〈 〉第２節

第２節は、ライフステージごとの施策のため、基本計画では

「ライフステージ」の欄は設定してありませんが、事業を具体

的に推進するため、対象者を記載しました。

第３節 分野ごとの学習〈 〉

ライフステージ欄に記載の年齢層の中で対象を絞ったり、あ

るいは地域を広げたりした場合、具体的な対象者を記入してい

ます。

担当

事業を担当する課名を記載しています。

なお、複数課において事業実施するものについて、主管課があ

るものは代表課と関係各課、また多数の課が取り組むべきもの

は関係各課と記載しています。



第１節　情報提供体制・相談体制

①情報提供の充実
２４年度事業予定

事業規模（実施日・回数・参加人数
等）

事業の課題、問題点、アンケートの
有無等

事業規模（実施日・回数・参加人数
等）

1

生涯学習関連
事業の体系的
な整理と情報
提供

関係各課との連携によ
り、生涯学習に関連する
事業についての情報を収
集し、体系的に整理しま
す。

生涯学習事業情報の収集 継続

町で行う講座等をとりまとめた「さ
むかわ町民大学」の実施した。生涯
学習活動団体情報（公民館サークル
編）を発行した。

生涯学習活動団体情報は22年度まで
窓口閲覧用としていたが、23年度は
一般配布が出来るようにした。

町で行う講座等をとりまとめた「さ
むかわ町民大学」の実施。生涯学習
活動団体情報を発行。 生涯学習課 1

行政資料の情報提供 継続
随時（資源ゴミ廃棄時等に収集し、
文書館にて保管、提供）

廃棄時だけでなく刊行物の作成時に
収集できるよう、各課に呼びかける
ことが必要である

文書館と共同しての町資料の収集と
保管、提供する。 総　務　課 2

情報公開制度に基づく情報
提供

継続
随時（各課にて実施）

-
あらゆる機会、媒体を通じ、情報提
供を行っていく。 総　務　課 3

財政状況に関する情報提供 継続

「寒川町財政事情の作成及び公表に
関する条例」に基づき、6月1日及び
12月1日に告示、ホームページ上にお
いて公表予定。他に、広報7月1日号
及び12月1日号上において掲載。条例
にも基づく公表の他、広報12月1日号
では決算特集、４月１日号では別冊
予算特集号を発行した。

-

「寒川町財政事情の作成及び公表に
関する条例」に基づき、6月1日及び
12月1日に告示、ホームページ上にお
いて公表予定。他に、広報6月1日号
及び12月1日号上において掲載予定。
決算特集及び予算特集も引き続き掲
載する予定。

企画政策部 4

町ホームページによる情報
提供

継続

ホームページへの記事掲載につい
て、各課に漏れの無いよう依頼し
た。

ホームページへの掲載を促してきた
が、増えたかどうかは不明。

ホームページへの記事掲載を増やし
ていく。 企画政策部 5

広報紙等印刷物による情報
提供

継続

広報さむかわの発行（年12回）、く
らしの便利ガイド(800冊）、さむか
わガイドマップ(1000部）作成

22年度に実施したアンケート結果を
広報さむかわ4月号に掲載した。

広報さむかわの発行（年１２回）、
くらしの便利ガイドの作成

企画政策部 6

インターネットや電子媒体
による情報提供

継続

ホームページでの情報提供を随時行
う。

誰でもが手軽にホームページを作成
できるようにCMSを導入したが、更新
が思うようにできていない。

ホームページでの情報提供を随時行
う。

企画政策部 7

ＦＭ放送、映像による情報
提供

継続

町作成の広報番組は緊急財政により
休止。マスメディア等に事業の紹介
とを行った。

事業費の予算が確保できない状況に
ある。

記者発表を行い、町の情報を提供し
ていく。 企画政策部 8

議会だよりの発行 継続

毎定例会後発行（年４回）し、全戸
配布

毎定例会後発行（年４回）し、全戸
配付。寒川町議会に関するアンケー
トを実施。

定例月後（年４回）と改選に伴う特
集号を発行し、全戸配布 議会事務局 9

県生涯学習情報システム
「PLANETかながわ」への情
報提供

継続

県生涯学習情報システム「PLANETか
ながわ」にインターネットによる情
報入力を行い、町生涯学習事業を随
時情報提供した。

月1回で各課に照会をかけ、入力用情
報を収集している。

県生涯学習情報システム「PLANETか
ながわ」にインターネットによる情
報入力を行い、町生涯学習事業を随
時情報提供する。

生涯学習課 10

連番４年間の取り組み目標

行政についての理解を深
めていくために、行政情
報を積極的に提供してい
きます。

担当主な実施事業
新規
継続

２３年度事業報告

多くの住民に情報が伝わ
るように、あらゆる媒体
を通じて、きめ細やかな
情報提供を行います。特
に、必要な情報がすぐに
探し出せる情報検索機能
の充実を図ります。

あらゆる媒体
を通じた幅広
い情報提供

3

NO 施策名

行政に関する
情報の提供

2

3



２４年度事業予定

事業規模（実施日・回数・参加人数
等）

事業の課題、問題点、アンケートの
有無等

事業規模（実施日・回数・参加人数
等）

生涯学習情報冊子・パンフ
レット等の発行

継続

町民大学、出前講座、生涯学習人材
登録制度「ステップ・アップ」など
各種事業パンフレット等を発行し
た。さむかわ生涯学習総合案内を全
戸配布した。
寒川町生涯学習団体情報（公民館
サークル編）を発行した。

24年度以降は寒川生涯学習総合案内
は窓口配布。くらしの便利ガイドに
生涯学習情報を掲載する。

町民大学、出前講座、生涯学習人材
登録制度「ステップ・アップ」、さ
むかわ生涯学習総合案内、寒川町生
涯学習活動団体情報など各種事業パ
ンフレット等の発行。

生涯学習課 11

子ども情報紙「すきっぷ」
の発行

継続

７，１０，１２，３月の年４回発行
町内　幼稚園、保育園、小中学生全
員に配布

24年度は子ども向け講座等の参加者
の状況を鑑み、中学校への配布をな
くした。

７，１０，１２，３月の年４回発行
町内　幼稚園、保育園、小学校の児
童全員に配布

生涯学習課 12

②相談体制の充実
２４年度事業予定

事業規模（実施日・回数・参加人数
等）

事業の課題、問題点、アンケートの
有無等

事業規模（実施日・回数・参加人数
等）

1

総合的な学習
相談体制の充
実

庁内の生涯学習窓口担当
者により、相談体制につ
いての検討を行い、住民
が相談しやすい体制をつ
くります。また、横の連
携を強化することで、相
談の質を高めていきま
す。

総合的な相談体制づくり 継続

随時相談を受け付けられる資料とし
て活動団体情報を始めとした各種事
業パンフレットを作成した。

相談時の基本的な対応をマニュアル
化、データの保存法などで効率化を
図り、職員が配置換えとなった際に
も変わらぬ情報提供が出来る体制の
構築。

総合的な相談体制づくりに努める

生涯学習課 13

文書館におけるレファレン
ス

継続

文書館窓口で町に関する調べものの
相談を331件受け付けた。

-

文書館窓口で町に関する調べものの
相談を随時受け付ける。

総　務　課 14

身近な相談体制の検討 継続

生涯学習総合案内を作成し、情報を
求めている人の相談へのきっかけ作
りとした。

相談時の基本的な対応をマニュアル
化、データの保存法などで効率化を
図り、職員が配置換えとなった際に
も変わらぬ情報提供が出来る体制の
構築。

総合的な相談体制づくりに努める

生涯学習課 15

担当 連番

主な実施事業
新規
継続

２３年度事業報告

担当 連番

主な実施事業
新規
継続

２３年度事業報告

2

新たな相談体
制の確立

相談者が現実的解決を図
れるよう、身近で気軽に
相談できる体制を検討し
ます。

NO 施策名 ４年間の取り組み目標

あらゆる媒体
を通じた幅広
い情報提供

多くの住民に情報が伝わ
るように、あらゆる媒体
を通じて、きめ細やかな
情報提供を行います。特
に、必要な情報がすぐに
探し出せる情報検索機能
の充実を図ります。

3

NO 施策名 ４年間の取り組み目標

4



第２節　ライフステージごとの学習
１　乳幼児期、青少年期の学習支援
（１）家庭等における教育力の向上

①家庭教育の推進
２４年度事業予定

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

事業の課題、問題点、アン
ケートの有無等

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

幼 青 成 高

家庭教育の
充実

継続

家庭教育講演会　５月１９
日（PTA指導者研修会内）
「家庭・学校・地域の中に
安心できる居場所をつくろ
う」NPO法人フリースペース
たまりば　理事長 西野 博
之 氏参加者 ２７名

単独開催よりもPTA指導者研
修会に組み入れた方が参加
者も多く、対象も合致する
ため、平成23年度よりこの
形式で実施。PTA指導者研修
会内での開催とした。アン
ケート実施。

家庭教育講演会 ５月予定
（PTA指導者研修会内）

- - - -

子育てに関
わるあらゆ
る世代の人

生涯学習課 16

継続

読み聞かせ講習会
５１人

-

読み聞かせ講座の開催

- - - -

未就学児、
青少年を持
つ親

継続

家庭教育講演会　5回 のべ
３６人参加

参加人数が少ない。聞いて
ほしいターゲットの人が集
まらなかった。

家庭教育講演会

- - - -

子育てに関
わるあらゆ
る世代の人

連番

17
家庭教育講
座等の開催

家庭の教育
力を高める
ため、親子
関係や家庭
教育に関わ
る講座等を
開催すると
ともに、地
域において
子どもたち
が育つ環境
づくりに努
めます。

家庭教育の
充実

1

公民館

NO 担当施策名
４年間の取
り組み目標

主な実施事
業

対象
新規
継続

対象（ライフステージ）２３年度事業報告

5



２４年度事業予定

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

事業の課題、問題点、アン
ケートの有無等

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

幼 青 成 高

子育て教室
等の充実

2 健康課 18

２３年度事業報告 対象（ライフステージ）
対象 担当 連番NO 施策名

４年間の取
り組み目標

主な実施事
業

新規
継続

育児や子育
てに関する
情報提供と
相談できる
場を充実し
ます。

- - - -

乳幼児・保
護者

子育てに関
する教室や
相談の開催

継続

父親・母親教室　１コース５
日　年４コース 春
4/8,14,22,28,5/15, 夏
7/1,7,15,22,31 秋
10/6,14,21,28,11/13
冬1/12,20,27,2/3,12
実妊婦８８人のべ３４０人
実夫６３人のべ７９人
離乳食講習会　前期６回
4/25,6/27,8/29,10/24,12/19,
2/27　母１０３人児９３人そ
の他３人
後期6回
5/30,7/25,9/26,11/28,1/23,3
/26母６１人児６０人その他３
人
育児相談（7か月・2歳）毎月
１回　年１２回
4/15,5/13,6/10,7/8,8/5,9/9,
10/7,11/11,12/9,1/13,2/10,3
/9  ７か月児相談３２８人来
所　　　　２歳児歯科相談２
１６人来所
子育て広場　年１０回
4/11,5/9,6/6,7/4,9/5,10/3,1
1/7,12/5,2/6,3/5　811組　乳
幼児８６９人来所
あそびの広場　年１２回
4/21,5/26,6/23,7/21,9/1,9/2
9
10/27,11/24,12/22,1/26,2/23
,3/15 のべ幼児１３８人
祖父母世代の子育て講座１回
２０人

-

父親・母親教室　１コース
５日　年４コース
離乳食講習会　前期６回
後期6回
育児相談（7か月・2歳）毎
月１回　年１２回
子育て広場　年１０回
あそびの広場　年１２回
祖父母世代の子育て講座１
回２０人

6



②幼児教育の推進
２４年度事業予定

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

事業の課題、問題点、アン
ケートの有無等

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

幼 青 成 高

図書館を活
用した活動
の促進

継続

おはなし会を開催する。
（毎週土曜日開催）
開催回数４８回（３月途中
まで）参加者数９４７人

ボランティアの協力を得な
がらの事業展開が課題であ
る。

おはなし会を継続する。
（毎週土曜日開催）

- - - -

子ども・親
子

寒川総合図
書館

19

継続

散髪教室１２／１３　１５
人・羊毛講座１２／１　１
３人

参加者には好評で今後も続
けていく

親子羊毛教室・散髪教室・
リトミック教室 - - - -

未就学児・
保護者

継続

英語であそぼう：英語にな
れ、仲間作りをする（７／
２０，２１　１２／２０，
２２）

参加者には好評で今後も続
けていく

英語であそぼう：英語にな
れ、仲間作りをする（７
月・１月、年４回　１４０
人

- - - -

未就学児・
小学生

継続

おはなし広場（南）
幼児　原則毎月第２金曜日
小学生　原則毎月第４土曜
日

参加人数が少ない。 おはなし広場（南）
幼児　原則毎月第２金曜日
小学生　原則毎月第４土曜
日

- - - -

未就学児、
小学生

継続
おはなし図書館など本の読
み聞かせ会（北）　月２回

参加人数が少ない。 おはなし図書館など本の読
み聞かせ会（北）　月２回 - - - -

小学生以下

2

幼児教育の
支援

私立幼稚園
に通う世帯
に対し、保
育料の一部
を補助する
ことで保護
者の経済的
負担の軽減
を図りま
す。

幼稚園就園
家庭への支
援

継続

就園奨励費補助金
年１回
対象園児７１２人

町の上乗せ分及び町の負担
分について、国の指示単価
等の動向を見ながら、検討
していく必要がある。

就園奨励費補助金
年１回
対象予定園児７１２人

- - - -

私立幼稚園
に就園する
子供をもつ
保護者

教育総務課 21

NO 施策名
４年間の取
り組み目標

新規
継続

主な実施事
業

２３年度事業報告
連番対象 担当

対象（ライフステージ）

幼児教育講
座等の開催

公共施設を
活用した幼
児教育の充
実

1

図書館や公
民館などの
公共施設を
活用し、読
み聞かせな
どの幼児教
育を充実し
ます。

公民館を活
用した活動
の推進

20
-1

公民館

公民館 20

7



③子育て支援の推進
２４年度事業予定

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

事業の課題、問題点、アン
ケートの有無等

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

幼 青 成 高

子育て支援
センター事
業

継続

子育て相談、啓発、サーク
ルの育成、支援などの事業
を行う。(相談・週5回実
施）

ニーズ調査アンケートを実
施

子育て相談、啓発、サーク
ルの育成、支援などの事業
を行う。(相談・週5回実
施）

- - - -

乳幼児・保
護者

子育て支援
課

22

主な実施事
業

NO 施策名
４年間の取
り組み目標

育児や子育
てに関する
情報提供と
相談できる
場、子育て
サークルの
育成、支援
の拡大など
により、子
育て支援体
制を充実し
ます。

育児・子育
てに関する
情報・学習
機会の充実

1

子育て支援
教室の開催

２３年度事業報告

担当 連番

父親・母親教室　１コース５
日　年４コース 春
4/8,14,22,28,5/15, 夏
7/1,7,15,22,31 秋
10/6,14,21,28,11/13
冬1/12,20,27,2/3,12
実妊婦８８人のべ３４０人
実夫６３人のべ７９人
離乳食講習会　前期６回
4/25,6/27,8/29,10/24,12/19,
2/27　母１０３人児９３人そ
の他３人
後期6回
5/30,7/25,9/26,11/28,1/23,3
/26母６１人児６０人その他３
人
育児相談（7か月・2歳）毎月
１回　年１２回
4/15,5/13,6/10,7/8,8/5,9/9,
10/7,11/11,12/9,1/13,2/10,3
/9  ７か月児相談３２８人来
所　　　　２歳児歯科相談２
１６人来所
子育て広場　年１０回
4/11,5/9,6/6,7/4,9/5,10/3,1
1/7,12/5,2/6,3/5　811組　乳
幼児８６９人来所
あそびの広場　年１２回
4/21,5/26,6/23,7/21,9/1,9/2
9
10/27,11/24,12/22,1/26,2/23
,3/15 のべ幼児１３８人
祖父母世代の子育て講座１回
２０人

- - -

乳幼児・保
護者

健康課 23-

父親・母親教室　１コース
５日　年４コース
離乳食講習会　前期６回
後期6回
育児相談（7か月・2歳）毎
月１回　年１２回
子育て広場　年１０回
あそびの広場　年１２回
祖父母世代の子育て講座１
回２０人

-

新規
継続

対象（ライフステージ）

対象

継続

8



２４年度事業予定

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

事業の課題、問題点、アン
ケートの有無等

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

幼 青 成 高

継続

町立保育園において、保育
園で遊ぼう事業を実施　年
７回

引き続き実施 町立保育園において、保育
園で遊ぼう事業を実施　年
７回予定 - - - -

乳幼児・保
護者

子育て支援
課

24

継続

まが玉づくり教室　１０月
２９日（土）
１回　16人

親子向けとあるが、親子参
加は2組で、子どものみの参
加や、大人の参加もあっ
た。
アンケートは実施し、概ね
参加者には好評であった。

まが玉づくり教室
１０月ごろ　1回　２０人

- - - -

親子

生涯学習課 25

継続

楽しい紙芝居（８／２５、
５２名）

夏休みの１日、楽しみにし
ている親子も多く、好評で
ある。

楽しい紙芝居開催予定

- - - -

小学生、未
就学児を持
つ親子及び
一般

継続

クリスマスの集いで人形劇
などのイベントの実施　１
２／１７北部　２００人、
１２／１８南部　２６０人

楽しみにしている親子も多
く、好評である。

クリスマスの集い(北部）ク
リスマス広場(南部）開催予
定 - - - -

未就学児・
小学生・保
護者

親子向け事
業の充実

継続

おはなし会を開催する。
（毎週土曜日開催）
開催回数４８回（３月途中
まで）参加者数９４７人

ボランティアの協力を得な
がらの事業展開が課題であ
る。

おはなし会を継続する。
（毎週土曜日開催）

- - - -

子ども・親
子

総合図書館 27

3

子育て支援
グループの
育成、支援

地域で子育
てを支援す
る人材・団
体を育成
し、地域子
育て支援サ
ポートシス
テムの基礎
を築きま
す。

子育て支援
事業

継続

地域で子育てを支援する人
材を育成する。町内グルー
プ組織の所在と活動状況の
把握。

Ｈ２３グループ立ち上げの
相談無し

地域で子育てを支援する人
材を育成する。町内グルー
プ組織の所在と活動状況の
把握。

- - - -

乳幼児・保
護者

子育て支援
課

28

2

親子で参加
できる講座
やイベント
などの充実

親と子の絆
を深めなが
ら、ともに
成長してい
けるよう、
親子で参加
できる講座
や交流機会
を拡充しま
す。

親子向け講
座・教室の
充実

NO 施策名
４年間の取
り組み目標

主な実施事
業

公民館 26

２３年度事業報告 対象（ライフステージ）

対象 担当 連番
新規
継続

9



第２節　ライフステージごとの学習
１　乳幼児期、青少年期の学習支援
（2）学校、地域の連携による学習の支援と青少年の健全育成

①学校における学習の充実
２４年度事業予定

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

事業の課題、問題点、アン
ケートの有無等

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

幼 青 成 高

1

生きる力や
豊かな心を
育む取組み
の充実

様々な教育
活動を通し
て、生きる
力や豊かな
心の育成を
図ります。

「生きる
力」育成事
業

継続

①研究発表校、研究重点校
及び研究推進校へ交付金を
支給。
②芸術鑑賞教室への支援
（８校）。
③地域協力者（４５人）に
謝礼等。

①充実した校内研究を進め
ることができた。研究成果
を町内に広めることができ
た。
②非日常的な鑑賞を通して
感動体験をすることができ
た。
③地域の方とのふれあいを
通して学ぶことができた。

①研究発表校、研究重点校
及び研究推進校へ交付金を
支給。
②芸術鑑賞教室への支援。

- - - -

小・中学生

学校教育課 29

2

体験学習の
充実

地域との連
携や学校行
事などの活
用により体
験を取り入
れた学習機
会の拡充を
図ります。

「生きる
力」育成事
業

継続

②芸術鑑賞教室への支援。
③地域協力者（４５人）に
謝礼等。

②非日常的な鑑賞を通して
感動体験をすることができ
た。
③地域の方とのふれあいを
通して学ぶことができた。

②芸術鑑賞教室への支援。

- - - -

小・中学生

学校教育課 30

「地域のせ
んせい」ふ
れあい推進
事業

新規

２３年度は「生きる力」育
成事業として位置づけ実施
した。

-

①地域協力者に謝礼等。

- - - -

小・中学生

学校教育課 31

学校評議員
制度

継続

学校評議員から学校運営に
関する基本方針や重要な活
動について意見を求め、地
域に開かれた学校づくりを
推進することができた。

学校評価においても学校関
係者評価者として、年間を
通して学校の教育活動につ
いてご支援・ご意見をいた
だいている。

学校評議員から学校運営に
関する基本方針や重要な活
動について意見を求め、地
域に開かれた学校づくりを
推進する。

- - - -

小・中学
生・教職員

学校教育課 32

新規
継続

対象（ライフステージ）
連番担当

２３年度事業報告
対象NO

3

特色ある学
校づくり

地域に開か
れた学校を
推進し、各
学校の特色
ある教育活
動を支援し
ます。

施策名
４年間の取
り組み目標

主な実施事
業

10



２４年度事業予定

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

事業の課題、問題点、アン
ケートの有無等

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

幼 青 成 高

専門家によ
る相談の充
実

継続

①各中学校にスクールカウ
ンセラー配置(生徒･保護者
及び教職員対象の相談活動)
②横浜市大の先生を招いて
の年４回のケース会議の開
催(小３校､中１校､全職員参
加対象）

①子ども自身、友人関係に
止まらず、家庭内のさまざ
まな課題と絡む相談事例が
増える傾向にある。
②精神科医による適切なア
ドバイスをもらうことがで
き有効であった。

年間３５日、中学校各校に
臨床心理士を配置。

- - - -

小・中学
生・保護
者・教職員

教育研究室 33

メンタルフ
レンドの導
入

継続

不登校状態の児童生徒に対
し、緩和・改善をねらいと
する。２名×３０回の学生
相談員を配置。

それぞれの子どもの実情に
応じた適切な対応をとるこ
とができた。

２名の学生相談員をそれぞ
れ年間３０日配置。

- - - -

小・中学
生・保護者

教育研究室 34

5

教職員の研
修等の充実

教職員の研
修等を実施
し、教職員
の資質の向
上を図りま
す。

研修会の開
催

継続

①教職員としての資質向上
と実践的な指導力の向上を
目的とした校長・教頭研修
会を年１回、教職員研修会
を年4回
②教育講演会を教職員及び
保護者に対し年１回実施す
る。

①参加者も増えており、内
容的にも充実した。
②保護者も多数参加し盛会
となった。

①教職員研修会年４回、校
長・教頭研修会年１回
②教育講演会年１回（保護
者・教職員対象）

- - - -

教職員

教育研究室 35

対象（ライフステージ）
対象

新規
継続

担当 連番
２３年度事業報告

4

教育相談の
充実

児童・生徒
及び保護者
の悩みの解
消と心の安
定を図ると
ともに、教
師のカウン
セリングマ
インドの向
上を図りま
す。

NO 施策名
４年間の取
り組み目標

主な実施事
業

11



②地域における学習の充実
２４年度事業予定

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

事業の課題、問題点、アン
ケートの有無等

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

幼 青 成 高

1

子ども向け
の学習講座
の体系化と
提供

子どもが自
主的・継続
的に事業に
参加しやす
くするた
め、子ども
を対象とす
る事業の拡
大し、体系
化を図り、
多様な講座
等を開催す
るように努
めます。

さむかわゆ
うゆう学園
の開催

継続

各課協力により年間
講座数５３講座
平成２３年度修了式
３月２５日（日）
修了証申請者３６名

事業の周知徹底。
スタンプカードを複数枚数
集める児童が多いことか
ら、集めるスタンプの数を
６個から１０個に変更。

各課協力により年間実施
３月に修了式を開催
３月２４日（日）予定
修了申請者には修了証と記
念品を授与

- - - -

小中学生・
育成者

生涯学習課 36

2
さむかわゆ
うゆう学園
の開催

継続

各課協力により年間
講座数５３講座
平成２３年度修了式
３月２５日（日）
修了証申請者３６名

事業の周知徹底。
スタンプカードを複数枚数
集める児童が多いことか
ら、集めるスタンプの数を
６個から１０個に変更。

各課協力により年間実施
３月に修了式を開催
３月２４日（日）予定
修了申請者には修了証と記
念品を授与

- - - -

小中学生・
育成者

生涯学習課 37

放課後・週
末等の講座
の開催

継続

工作教室他１６講座

-

工作教室他実施予定

- - - -

青少年

公民館 38

3

家庭、地
域、学校の
連携による
学習の支援

公立学校の
教師等の協
力を得て、
教員を講師
とした親し
みやすい事
業の提供を
図ります。

事業の検
討・実施

継続

未実施

-

事業の検討

- - - -

小・中学生

生涯学習課 39

対象
対象（ライフステージ）

連番担当NO 施策名
４年間の取
り組み目標

新規
継続

主な実施事
業

子どもが
土・日や放
課後に、
様々な体験
ができるよ
う学習機会
を充実しま
す。

放課後・週
末等に参加
できる学習
機会の充実

２３年度事業報告

12



③青少年の健全育成
２４年度事業予定

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

事業の課題、問題点、アン
ケートの有無等

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

幼 青 成 高

1

青少年向け
地域活動へ
の支援

子ども自身
が自主的に
活動できる
よう、地域
に根ざす活
動を支援し
ます。

子ども会活
動の支援

継続

子ども会説明会を開催し助
成・指導を通して活動を支
援
平成23年4月9日(土)
77人 -

子ども会説明会を開催し助
成・指導を通して活動を支
援
平成23年4月14日(土)予定

- - - -

幼児・児
童・育成者

生涯学習課 40

こどもまつ
りの開催

継続

さむかわ子どもまつり
６月１１日(土)
３４５人

アンケート実施 さむかわ子どもまつり
６月１６日(土)予定

- - - -

小学生

生涯学習課 41

ふれあい塾
の実施

継続

週３日（月・水・金）開催
町内５小学校の体育館で、
指導員や見守りボランティ
アを配置し、実施

指導員・ボランティアの高
齢化

週３日（月・水・金）開催
町内５小学校の体育館で、
指導員や見守りボランティ
アを配置し、実施 - - - -

小学生

生涯学習課 42

公民館施設
の開放

継続
卓球・バドミントンの開放
随時 -

卓球・バドミントンの開放
随時 - - - -

小・中・高
校生及び一
般

公民館 43

3

青少年向け
相談体制の
充実

多感な時期
の青少年及
び保護者等
の心が安定
できるよう
相談体制の
充実を図り
ます。

専門家によ
る相談の充
実

継続

主な実施事業名「専門家に
よる相談の充実」として教
育相談で実施

-

主な実施事業名「専門家に
よる相談の充実」として教
育相談で実施

- - - -

青少年・保
護者

教育研究室 44

担当 連番

２３年度事業報告 対象（ライフステージ）

対象
主な実施事

業
新規
継続

NO 施策名
４年間の取
り組み目標

2

青少年向け
の居場所づ
くり

子ども達の
自由な遊び
の場・学び
の場を確保
し、異年齢
の交流や体
験の機会、
仲間づくり
の場を提供
します。
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２４年度事業予定

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

事業の課題、問題点、アン
ケートの有無等

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

幼 青 成 高

ジュニア・
リーダー
ズ・クラブ
の支援

継続

引き続き、青少年指導員と
協働して指導の支援
定例会等２３回
１４８人

会員の減少 引き続き、青少年指導員と
協働して指導の支援

- - - -

中・高校
生・クラブ
を巣立った
シニア

生涯学習課 45

小学生リー
ダー研修の
開催

継続

小学生体験教室（キャン
プ）
８月２３日(火)～２４日
(水)
足柄ふれあいの村
３０人

アンケート実施 小学生体験教室（キャン
プ）
８月２３日(木)～２４日
(金)
足柄ふれあいの村予定

- - - - 小学生 生涯学習課 46

継続

ふれあい塾指導員　安全教
習会
平成２４年３月６日(火)
２７人

-

ふれあい塾指導員　安全教
習会　２回予定

- - - -

ふれあい塾
指導者
ボランティ
ア

生涯学習課 47

継続

学童保育連絡協議会への委
託により、児童クラブ指導
者への研修実施（2回実施各
約30名）

引き続き実施 学童保育連絡協議会への委
託により、児童クラブ指導
者への研修実施（２回実施
約３０名予定）

- - - -
児童クラブ
指導者

子育て支援
課

48

子ども議会
の開催

継続
２月４日(土)
１５人

アンケート実施 １月予定
- - - - 小学生 生涯学習課 49

青少年環境
浄化推進協
議会の支援

継続

活動の助成・支援

-

活動の助成・支援

- - - -

各団体から
の推薦者

生涯学習課 50

青少年指導
員連絡協議
会の支援

継続

活動の助成・支援

-

活動の助成・支援

- - - -

地域からの
推薦者等

生涯学習課 51

青少年の健
全育成講座
等の開催

継続

小学生のための工作教室他３
１講座を実施

小学生のための工作教室な
どの講座を実施予定

- - - -

小・中・高
校生

公民館 52

対象（ライフステージ）

対象 担当 連番

指導者研修
会の実施

主な実施事
業

新規
継続

２３年度事業報告

5

青少年の健
全育成事業
の充実

青少年健全
育成を推進
する各協議
会の活動を
支援しま
す。また、
青少年向け
の事業等を
充実しま
す。

NO 施策名
４年間の取
り組み目標

4

青少年活動
の指導者・
リーダーの
育成

青少年が自
覚を持って
行動し、自
立できるよ
う支援しま
す。
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第２節　ライフステージごとの学習
２　成人期の学習支援

①多様な学習機会の充実
２４年度事業予定

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

事業の課題、問題点、アン
ケートの有無等

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

幼 青 成 高

さむかわ町
民大学の開
催

継続

各課協力により年間実施
大学講座実施数１５５講座
延べ参加者数１３，４４８
人 -

各課協力により年間実施。
大学講座実施予定数は１４
８講座。

- - - -

町内在住・
在勤・在学
の者 生涯学習課

関係各課
53

公民館講座
等の開催

継続

住まいの手入れ講座他４０
講座を実施

-

住まいの手入れ講座などの
講座を実施予定

- - - -

町内在住・
在勤・在学
の者

公民館 54

2

出前講座の
充実

地域に町職
員が出向い
て講座を開
催する「さ
むかわ出前
講座」を充
実するとと
もに周知を
図り、利用
を促進しま
す。

さむかわ出
前講座の開
催

継続

講座メニュー数　１３課２
３講座
依頼件数１３件
参加延べ数 ３１７人

メニュー外講座への要望に
対する担当課との調整。事
業終了後、担当課と依頼団
体の双方から報告書提出
有。

各課協力により年間実施
講座メニュー数は２６講座

- - - -

おおむね１
０名以上で
構成されて
いる町民の
団体、グ
ループ

生涯学習課
関係各課

55

3

参加しやす
い学習機会
の充実

第５節　４
-①参照

- - - - - - - - - - - 56

連番担当対象施策名
４年間の取
り組み目標

NO

1

時代のニー
ズに即した
多様な学習
内容を提供
し、町民が
いつでも気
軽に参加
し、学べる
体制を整備
します。

多様な学習
内容の充実

新規
継続

対象（ライフステージ）
主な実施事
業

２３年度事業報告
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②就労に関する学習機会の充実
２４年度事業予定

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

事業の課題、問題点、アン
ケートの有無等

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

幼 青 成 高

シルバー人
材センター
への支援

継続

通年
シルバー人材センター職員
の人件費補助

女性会員が少ない・民間か
らの受注を増やす必要があ
る

通年
シルバー人材センター職員
の人件費補助

- - - -

シルバー人
材センター
会員

高齢介護課 57

パソコン講
座

継続

就労対策としてパソコン講
座を開催。
・ワード初級（１回）　５
名　10/24、26、28、31、
11/2、4
・エクセル初級（１回）
６名 10/24、26、28、31、
11/2、4
・ワード中級（１回）　７
名　11/12、19、26
12/3、10、17
・エクセル中級（１回）
５名　11/12、19、26
12/3、10、17

・就労を目的としない受講
希望者も多い。
・アンケート実施

実施予定無し

- - - -

就労のため
にパソコン
技能の習得
を必要とす
る求職者

産業振興課 58

2

リカレント
教育の充実

大学など関
係機関との
連携によ
り、リカレ
ント教育を
充実しま
す。

継続

寒川町勤労者実態調査のな
かで、リカレント休暇制度
について調査を実施。
調査期間：７月中
調査対象：町内の従業員１
０名以上の事業所250社を無
作為抽出
回答事業所：１１７社（回
答率約４７％）

廃業する事業所も多く存在
するため、事業所の選定が
難しい。

実施予定無し

- - - -

事業所と勤
労者

産業振興課 59

連番対象 担当
対象（ライフステージ）

1

若年層や女
性・失業者
などの就労
を支援する
ために、就
職機会の増
大につなが
る技能、資
格等を習得
できる講座
を開催しま
す。また、
シルバー人
材センター
への支援を
通じて高齢
者の生きが
いづくりと
就労支援を
行います。

就労を支援
する学習機
会の充実

NO 施策名
４年間の取
り組み目標

新規
継続

主な実施事
業

２３年度事業報告
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第２節　ライフステージごとの学習
３　高齢期の学習支援

①高齢期における多様な学習機会の充実
２４年度事業予定

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

事業の課題、問題点、アン
ケートの有無等

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

幼 青 成 高

1
さむかわ町
民大学の開
催

継続

各課協力により年間実施
大学講座実施数１５５講座
延べ参加者数１３，４４８
人

-

各課協力により年間実施
大学講座実施予定数１４８
講座 - - - -

町内在住・
在勤・在学
の者

生涯学習課
関係各課

60

高齢者の自
己学習支援
のための大
活字本等資
料の整備充
実

継続

継続的に収集し、提供を
行った。

大活字本は、発行されるタ
イトルが少なく、１冊の本
が２冊など複数冊になり、
１冊単価も高額であるた
め、選書が難しい状況であ
る。

継続的に収集、提供する。

- - - -

図書館利用
者全て

総合図書館 61

公民館講座
等の開催

継続

安全登山教室他２講座

-

指編み教室などの講座を開
催予定

- - - -

町内在住・
在勤・在学
の者

公民館 62

2

出前講座の
充実
（再掲）

地域に町職
員が出向い
て講座を開
催する「さ
むかわ出前
講座」を充
実するとと
もに周知を
図り、利用
を促進しま
す。(再掲)

さむかわ出
前講座の開
催

継続

講座メニュー数　１３課２
３講座
依頼件数１３件
参加延べ数 ３１７人

メニュー外講座への要望に
対する担当課との調整。事
業終了後、担当課と依頼団
体の双方から報告書提出
有。

各課協力により年間実施
講座メニュー数は２６講座

- - - -

おおむね１
０名以上で
構成されて
いる町民の
団体、グ
ループ

生涯学習課
関係各課

63

対象（ライフステージ）

時代のニー
ズに即した
多様な学習
内容を提供
し、町民が
いつでも気
軽に参加
し、学べる
体制を整備
します。
（再掲）

NO 連番担当施策名
４年間の取
り組み目標

主な実施事
業

対象
新規
継続

多様な学習
内容の充実
（再掲）

２３年度事業報告
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２４年度事業予定

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

事業の課題、問題点、アン
ケートの有無等

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

幼 青 成 高

3

生きがいづ
くり、健康
づくりの促
進

老人クラブ
への運営費
の助成を継
続するとと
もに、多様
化する高齢
者のニーズ
に対応でき
るよう、活
動方法に関
するアドバ
イスやノウ
ハウの提供
等、必要な
支援を行っ
ていきま
す。

老人クラブ
活動の支援

継続

老人クラブ活動等事業・老
人クラブ連合会職員の人件
費の補助

高齢者は年々増加している
が、会員数の伸びが少な
い。

老人クラブ活動等事業・老
人クラブ連合会職員の人件
費の補助

- - - -

老人クラブ
会員

高齢介護課 64

4

自主的な取
組みや就労
を通じた社
会参加の促
進

シルバー人
材センター
が実施する
各種教室に
関するPRを
行うこと
で、高齢者
の社会参加
や生きがい
づくりを支
援していき
ます。

シルバー人
材センター
の支援

継続

パソコン教室年４回・９９
人　他

-

パソコン教室年４回・９０
人　他

- - - -

６０才以上
の町民（世
代間交流事
業は小学生
とその親、
パソコン教
室について
は５５歳以
上） 高齢介護課 65

NO 施策名
４年間の取
り組み目標

主な実施事
業

新規
継続

２３年度事業報告 対象（ライフステージ）

対象 担当 連番
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第３節　分野ごとの学習
１　文化・芸術

①文化芸術について知り・学ぶ機会の充実
２４年度事業予定

事業規模（実施日・回数・参
加人数等）

事業の課題、問題点、アン
ケートの有無等

事業規模（実施日・回数・参
加人数等）

幼 青 成 高

町文化祭の開催 継続

10月15日～11月13日開催
参加延べ人数8,266人参加

参加団体の高齢化が進んでい
るため、平成22年度から青少
年等の幅広い層の参加企画の
検討。

10月13日～11月11日開催予定

○ ○ →

　

生涯学習課 66

広域的な文化イベン
トへの参加・協力

継続

湘南広域文化交流発表会「合
唱祭」を寒川町にて開催。
出演16団体420人
来場者400人
２市１町美術展を茅ヶ崎市美
術館にて開催
4，469名来場

２市１町持ち回りで実施。 湘南文化交流発表会「合唱
祭」を藤沢市にて開催予定。
茅ヶ崎市美術館にて宮大工資
料展を開催予定

○ ○ →

町民・藤沢市民・茅ヶ崎市民

生涯学習課 67

継続

ジュニア絵画展：展示９／１
０～１０／９　小・中学生
１，５１７点

-

ジュニア絵画展の実施　展示
９月中旬～１０月上旬　小・
中学生１，５００点

○

小・中学生

継続

書き初め大会：１月７日　３
館で小・中学生９４人 -

書き初め大会の実施：１月５
日　３館で小・中学生１５０
人

○

小・中学生

継続

公民館まつり開催：公民館ま
つり開式及びまつりの開催
２／１８～３/４　３館で
人　場所　北・セ・南

-

公民館まつり開催：公民館ま
つり開式及びまつりの開催
２／１６～３/３　３館で実
施

○ ○ ○ →

町内在住・在勤・在学の者

継続

文化講演会（JC共催）９月２
５日　　１回講演　３５０人 -

文化講演会（JC共催）９月２
２日　　１回講演 ○ ○ →

町内在住・在勤・在学の者

継続
音楽講演会　３月２４日　１
回講演　　　人 -

音楽演奏会を実施予定
○ ○ ○ →

町内在住・在勤・在学の者

継続
クリスマスピアノコンサー
ト：１２月１０日　１回　１
６０人

-
クリスマスピアノコンサート
を実施予定 ○ ○ ○ →

町内在住・在勤・在学の者

町史の編さん 継続

『町史研究』24号、などを編
集・発行した。

予算の制約から、庁内印刷な
ど簡易な方法をとらざるをえ
なかった。

文書館だよりなどで、随時情
報提供を行う。 ○ ○ →

乳幼児を除く全ての町民・町
の歴史に関心のある町外の人 総　務　課 69

文書館における展示 継続

文書館の資料や役割を広く
知っていただくため、企画展
を１回、ミニ展示を３回開催
した。

相模線開業90周年に合わせ、
タイムリーな企画を行うこと
ができた。

文書館の資料や役割を広く
知っていただくため、企画展
示（３回）やミニ展示（随
時）を開く。

○ ○ →

乳幼児を除く全ての町民・町
の歴史、地理、民俗などに関
心のある町外の人 総　務　課 70

文化財説明板の設置 継続

無し
（駅周辺整備事業において、
駅前に町内の案内板を寄付し
てもらう中、史跡も記載して
いただいた）

町財政が厳しい現状で、新規
の設置はなかなか難しい状
況。
設置から古いものでは20年以
上経過しており、色あせた
り、説明板が剥がれたりして
いるものもあるので、それら
の修繕を行いたい。

予定なし

（都市計画が岡田の新規公園
に岡田西河内遺跡の説明の看
板を設置予定であり、その原
稿の提供を行う）

○ ○ →

町民・観光客

生涯学習課 71

貴重な文化財を後世
に引継ぐために保全
をするとともに、資
料の作成等により、
町の歴史や文化財に
ついて、町民にその
大切さを認識してい
ただき、学習意欲を
高めてもらうよう、
情報提供に努めま
す。

文化財等の保全・公
開や情報提供の充実

2

連番担当

公　民　館 68

主な実施事業 対象
新規
継続

対象（ライフステージ）２３年度事業報告

公民館まつりや文
化・芸術振興事業の

開催

文化・芸術に関する
イベントや講座の充
実

文化・芸術活動に参
加できるイベントや
講座等を充実し、広
く参加をもとめてい
きます。

施策名
４年間の取り組み目

標
NO

1
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２４年度事業予定
事業規模（実施日・回数・参

加人数等）
事業の課題、問題点、アン
ケートの有無等

事業規模（実施日・回数・参
加人数等）

幼 青 成 高

文化財刊行物の発行 継続

「寒川の文化財」等の販売 既に古い記載もあるので、次
回の改訂の時に変更する箇所
を把握していく。

「寒川の文化財」等の販売

○ ○ →

町民・観光客

生涯学習課 72

文化財学習センター
事業の実施

継続

常設展示
企画展「さむかわの植物」7/23～
11/19・「岡田西河内遺跡展」
12/13～3/30
初心者考古学セミナー4回（5/12、
6/18、7/16、8/20)計35人
わらぞうりづくり教室　6/25 14人
まが玉づくり教室　10/29　16人
遺跡発表会　11/26　36人
さむかわ史跡ウォーク　12/3雨天
中止

平成23年度は毎週土曜を試験
的に開館し、新規に企画展を
2回開催。県関係期間にも情
報提供をした等により、大幅
に入館者が増加した。
アンケートは実施しており、
事業内容は概ね好評である。

常設展示
企画展　人文学系7月～11月・歴
史文化系11月～3月
考古学セミナー4回（5～8月ご
ろ）)計　80人
わらぞうりづくり教室　6月 20
人
まが玉づくり教室 10月 20人
遺跡発表会及び講演会 11月 50
人
観光協会と協力し史跡めぐり
調整中

○ ○ ○

町民・観光客

生涯学習課 73

②文化・芸術活動の促進
２４年度事業予定

事業規模（実施日・回数・参
加人数等）

事業の課題、問題点、アン
ケートの有無等

事業規模（実施日・回数・参
加人数等）

幼 青 成 高

広報紙等への掲載の
協力

継続
広報紙等への掲載の協力

-
広報紙等への掲載の協力

○ ○ →
広報を掲載依頼する個人・団
体 生涯学習課 74

継続

公民館まつり開催：公民館ま
つり開式及びまつりの開催
２／１８～３/４　３館で
人　場所　北・セ・南

-

公民館まつり開催：公民館ま
つり開式及びまつりの開催
２／１６～３/３　３館で実
施

○ ○ → サークル及び町民

継続

サークル及び一般団体成果発
表展示室及びホールを貸出
随時

-

サークル及び一般団体成果発
表展示室及びホールを貸出
随時

○ ○ →

サークル及び一般団体

寒川町文化連盟への
補助金支出

継続

寒川町文化連盟への補助金支
出した。

社会教育関係団体への補助金
の支出について、平成24年度
社会教育委員会議にて検討予
定。

寒川町文化連盟への補助金支
出

○ ○ →

文化団体

生涯学習課 76

公民館サークル活動
等の支援

継続

サークルや一般団体の日常の
活動の場を随時提供する。

-

サークルや一般団体の日常の
活動の場を随時提供する。

○ → 公　民　館 77

3

郷土芸能の保存と後
継者の育成支援

地域に残る郷土芸能
の保存・継承のた
め、団体活動を支援
します。

保存団体への支援 継続

祭ばやし保存会連合会への補
助

参加者集めに苦慮している模
様。
団体維持、太鼓の修繕などに
経費が必要に思われる。

祭ばやし保存会連合会への補
助

○ ○ →

保存団体

生涯学習課 78

4

伝統文化の継承支援 古くから受け継がれ
てきた家庭の伝統行
事が薄れつつあるこ
とから、四季折々の
伝統行事を紹介し、
家庭の伝統文化の大
切さと知識を身につ
けてもらう。

家庭の伝統文化の推
進

廃止

- - ○ ○ ○ ○ - 町　民　課 79

連番
２３年度事業報告

主な実施事業
新規
継続

対象（ライフステージ）
対象 担当

文化団体等の活動の
支援

2

学習成果発表の場の
提供

公　民　館 75

地域文化の振興及び
継承ができるよう住
民の主体的なサーク
ル活動、団体活動等
を支援します。

担当 連番主な実施事業
新規
継続

２３年度事業報告 対象（ライフステージ）
対象NO 施策名

４年間の取り組み目
標

貴重な文化財を後世
に引継ぐために保全
をするとともに、資
料の作成等により、
町の歴史や文化財に
ついて、町民にその
大切さを認識してい
ただき、学習意欲を
高めてもらうよう、
情報提供に努めま
す。

文化財等の保全・公
開や情報提供の充実

2

1

住民の文化・芸術活
動への支援

住民の文化・芸術活
動の活性化を図るた
め、活動の場の提供
や交流機会の拡充、
広報活動等を支援し
ます。

NO 施策名
４年間の取り組み目

標
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第３節　分野ごとの学習
２　情報化

①情報化について知り・学ぶ機会の充実
２４年度事業予定

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

事業の課題、問題点、アン
ケートの有無等

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

幼 青 成 高

大学等との
連携による
講座の開催

継続

文教大学出張講座 ３回連続
講座「情報を読み解く力と
コミュニケーション」
2月18日、3月10日、17日
参加人数6名、10名、13名

アンケート有。参加者から
は好評であるが、周知方法
等を検討し、参加者の増を
図りたい。

文教大学出張講座
3回連続講座（２，３月）
大学との調整の上テーマ等
を決定 ○ →

町内在住・
在勤・在学
の者

生涯学習課 80

情報化に関
する講座等
の開催

新規

携帯電話安全教室

- - ○ ○ 公民館 81

インター
ネットによ
る情報提供

継続

・蔵書検索機能の使い方の
周知を行った。
・パスワードとメールアド
レス登録の促進を行った。

様々な機会を捉えて、周知
を行っていくことが課題で
ある。

・蔵書検索機能の使い方の
周知を行う。
・パスワードとメールアド
レス登録の促進を行う。 ○ ○ ○ → 総合図書館 82

パソコン等
情報機器の
導入

継続

小・中学校ＰＣ教室に児
童・生徒１人１台のＰＣを
配備し、情報教育を推進し
た。

今後も、時代の要請に応じ
た情報教育の推進を図る必
要がある。

小・中学校ＰＣ教室の活用
促進

○

小・中学生

学校教育課 83

インター
ネット通信
環境の整備

継続

中学校の校内ＬＡＮ活用
し、ＩＣＴを取り入れた授
業を展開した。

全ての普通教室でＩＣＴを
取り入れた分かりやすい授
業を展開するにはＰＣ、プ
ロジェクターの台数が不足
する。

中学校の校内ＬＡＮ活用促
進

○

小・中学生

学校教育課 84

連番

インター
ネットを活
用した情報
提供を検討
します。

ＩＴを利用
した多様な
学習機会の
提供2

3

学校におけ
る情報化教
育の充実

児童・生徒
がコン
ピューター
やインター
ネットを活
用できるよ
うにすると
ともに、情
報モラルの
育成を図り
ます。

NO 担当施策名
４年間の取
り組み目標

主な実施事
業

対象
新規
継続

対象（ライフステージ）

情報化に関
する学習機
会の充実

情報化につ
いての技能
習得が図れ
るよう、
日々進歩す
る情報化に
ついて学習
する機会を
提供しま
す。

２３年度事業報告
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②情報化の推進
２４年度事業予定

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

事業の課題、問題点、アン
ケートの有無等

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

幼 青 成 高

1

公共施設の
情報化の推
進

インター
ネットを活
用した施設
予約システ
ムの運用を
継続しま
す。

公共施設予
約システム
の運用

継続

予約システムの稼働：３６
６日

利用者が行う本申請、許可
書等の受領、利用料金の支
払いが、開庁日のスポーツ
振興課の窓口に限定されて
いる。

予約システムの稼働：３６
５日

○ ○ →

中学生以上

スポーツ振
興課

85

2

ＩＴ学習を
支援する団
体の育成・
支援

情報化社会
に対応する
学習を支援
する団体を
育成・支援
します。

情報化社会
に対応する
学習を支援
する団体を
育成 継続 - - - ○ ○

団体・グ
ループ

生涯学習課 86

連番NO 対象 担当施策名
４年間の取
り組み目標

新規
継続

主な実施事
業

対象（ライフステージ）２３年度事業報告
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第３節　分野ごとの学習
３　国際化

①国際化について知り・学ぶ機会の充実
２４年度事業予定

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

事業の課題、問題点、アン
ケートの有無等

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

幼 青 成 高

国際交流
を行って
いる団体
の活動支
援

継続

日本語教室開催
春のコース
平成23年3月15日～7月12日
全16回
延人数　６５名
秋のコース
平成23年9月6日～12月20日
全14回
延人数　１０７人

第16回カナガワビエンナー
レ国際児童画展県内巡回展
開催
平成24年2月7日～2月14日
南部文化福祉会館

カナガワビエンナーレ国際
児童画展は展示数を増や
し、多くの人に見てもらえ
るような場所の選定が必要
である。次回は、多くの人
が集まるような施設に展示
したいと考える。

日本語教室開催
春のコース
平成24年3月13日～7月10日
全１７回

秋のコース
平成24年9月4日～12月18日
全14回

○ ○ → 町民課 87

大学等と
の連携に
よる講座
の開催

継続

国際化のテーマでは実施な
し

-

文教大学出張講座
3回連続講座（２，３月）
大学との調整の上テーマ決
定 ○ →

町内在住・
在勤・在学
の者

生涯学習課 88

異文化交
流 継続

韓国料理教室　１／２１，
２８　　のべ２９人 -

国際料理教室　２０人
○ ○ → 公民館

88
－1

2

外国籍住
民への情
報提供・
学習機会
の充実

外国人向
けの学習
相談体制
を整備し
ます。

外国語情
報資料の
整備

継続

導入・収集の検討を行っ
た。

有効な資料収集のためいか
に情報ツールを探して行く
かが課題である。

導入・収集の検討を行って
いく。

○ ○ →

図書館利用
者全て

総合図書館 89

主な実施
事業

対象
新規
継続

対象（ライフステージ）２３年度事業報告
連番

地球市民
として平
和な世界
を創ろう
とする態
度を培う
ため、世
界各国の
社会の動
きや外国
の生活・
文化・歴
史などを
学ぶ機会
の充実を
図りま
す。

国際理解
教育の推
進

1

NO 担当施策名
４年間の
取り組み

目標
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２４年度事業予定
事業規模（実施日・回数・

参加人数等）
事業の課題、問題点、アン
ケートの有無等

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

幼 青 成 高

英語指導
助手の
小・中学
校への派
遣

継続

小学校外国語活動、中学校
英語学習及び国際理解教育
の指導助手として派遣
小学校年３５回（１クラ
ス）　中学校２０回（１ク
ラス）

小学校外国語活動、中学校
英語学習及び国際理解教育
の指導助手として派遣した
小学校年３５回（１クラ
ス）　中学校２０回（１ク
ラス）

小学校外国語活動、中学校
英語学習及び国際理解教育
の指導助手として派遣
小学校年３５回（１クラ
ス）　中学校２０回（１ク
ラス）

○

小・中学生

教育研究室 90

外国語講
座等の開
催

継続

中国語講座７／２２～８／
２０全５回　のべ８５人
韓国語講座１１／１９～１
２／１７全５回のべ８９
人、小中学生英会話教室
７／２６～２９ 全４回のべ
２０６人、初級英会話教室
８／２～５全４回延べ４２
人、中級英会話教室１１／
８～１５全５回のべ３１人

-

中国語講座など、初級外国
語や、英語教室などの実施

○ 公民館 91

２３年度事業報告 対象（ライフステージ）
対象

3

外国語学
習機会の
充実

学校、公民
館などにお
いて、外国
語学習の
機会を充
実しま
す。

担当 連番NO 施策名
４年間の
取り組み

目標

主な実施
事業

新規
継続
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②国際化の促進
２４年度事業予定

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

事業の課題、問題点、アン
ケートの有無等

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

幼 青 成 高

1

国際交流
団体への
支援

国際交流
を行って
いる団体
の活動を
支援しま
す。

国際交流
を行って
いる団体
の活動支
援

継続

日本語教室開催
春のコース
平成23年3月15日～7月12日
全16回
延人数　６５名
秋のコース
平成23年9月6日～12月20日
全14回
延人数　１０７人

第16回カナガワビエンナー
レ国際児童画展県内巡回展
開催
平成24年2月7日～2月14日
南部文化福祉会館

カナガワビエンナーレ国際
児童画展は展示数を増や
し、多くの人に見てもらえ
るような場所の選定が必要
である。次回は、多くの人
が集まるような施設に展示
したいと考える。

日本語教室開催
春のコース
平成24年3月13日～7月10日
全１７回

秋のコース
平成24年9月4日～12月18日
全14回

○ ○ → 町民課 92

2

外国語学
習を支援
する団体
の育成・
支援

外国語を
学習して
いる団体
の活動を
支援しま
す。公民
館におい
て、外国
語の学習
している
サークル
活動など
支援しま
す。（公
民館）

外国語学
習をする
団体の支
援

継続

国際交流協会を通じ日本語
講座を開催した。

-

国際交流協会を通じ日本語
講座の開催

　 ○ → 公民館 93

施策名
４年間の
取り組み

目標

新規
継続

主な実施
事業

２３年度事業報告
連番NO 対象 担当

対象（ライフステージ）
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第３節　分野ごとの学習
４　スポーツ

①スポーツについて知り、学ぶ機会の充実
２４年度事業予定

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

事業の課題、問題点、アン
ケートの有無等

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

幼 青 成 高

1

スポーツに
関する情報
提供・相談
体制の充実

主体的にス
ポーツ活動
に取り組め
るよう情報
提供の充実
を図り、気
軽に相談で
きる体制を
つくりま
す。

総合型地域
スポーツク
ラブとの連
携

継続

スポーツクラブが実施する
事業を広報等で情報提供し
た。

スポーツクラブの認知度が
低い。

スポーツクラブが実施する
事業を広報等で情報提供す
る。

○ ○ ○ →

町民

スポーツ振
興課

94

各種スポー
ツ教室の開
催

継続

●テニス教室開催：２回
●卓球教室開催：１回
●弓道教室開催：１回
●親子スポーツ教室開催：
３回

-

●テニス教室開催：２回
●卓球教室開催：１回
●弓道教室開催：１回
●親子スポーツ教室開催：
６回

○ →

町内在住・
在勤・在学
の者 スポーツ振

興課
95

ニュース
ポーツの普
及

継続

●１１月１０日、１７日に
さむかわ中央公園におい
て、スポーツ推進委員が高
齢者にグランドゴルフの指
導
●５月２８日にスポーツ推
進委員が小動神社におい
て、子供会にグラウンドゴ
ルフを指導
●７月１６日に寒川総合体
育館において、スポーツ推
進委員がニュースポーツを
子供会に指導
●体育の日に小学生対抗
ドッヂビー大会を開催

-

●ニュースポーツ講習会の
開催：４回
●団体等の要請に応えて、
出前講習会を実施：随時
●小学生対抗ドッヂビー大
会の開催：１０月８日

○ ○ →

町民

スポーツ振
興課

96

スポーツイ
ベントや教
室への参加
機会の充実

2

町民のニー
ズにあった
教室やイベ
ントなどを
開催しま
す。

NO
対象（ライフステージ）

施策名
４年間の取
り組み目標

主な実施事
業

新規
継続

２３年度事業報告
連番担当対象
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２４年度事業予定
事業規模（実施日・回数・

参加人数等）
事業の課題、問題点、アン
ケートの有無等

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

幼 青 成 高

2

スポーツイ
ベントや教
室への参加
機会の充実

町民のニー
ズにあった
教室やイベ
ントなどを
開催しま
す。

スポーツイ
ベントの充
実

継続

●体育の日に「さむかわス
ポーツデイ」を開催
●９月４日にレクリエー
ションフェスティバルを開
催
●１１月１３日に武道フェ
スティバルを開催

さらに参加者を増やすた
め、実施内容の見直しをす
る必要がある。

●体育の日に「さむかわス
ポーツデイ」を開催
●９月２日にレクリエー
ションフェスティバルを開
催
●１１月１１日に武道フェ
スティバルを開催

○ ○ →

町民

スポーツ振
興課

97

②スポーツ活動の促進
２４年度事業予定

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

事業の課題、問題点、アン
ケートの有無等

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

幼 青 成 高

1

住民が主体
となったス
ポーツ活動
の支援

いつでも、
どこでも、
だれもがで
きるスポー
ツの普及に
努めます。

総合型地域
スポーツク
ラブの設
置、運営支
援

継続

●事業を実施するための場
所の確保を支援した。
●実施事業を広報等に掲載
した。

スポーツクラブの認知度が
低い。

●事業実施場所の確保
●実施事業の広報等への掲
載

○ ○ ○ →

町民

スポーツ振
興課

98

2

スポーツ団
体等の活動
の支援

スポーツ団
体の運営支
援とスポー
ツ団体が実
施する大会
会場等の協
力をしま
す。

スポーツ団
体の育成

継続

●体育協会１８団体に運営
費の補助をした。
●レクリエーション協会８
団体に運営費の補助をし
た。
●各団体が実施する事業開
催の支援を行った。

-

●運営費補助：体育協会１
８団体
●レクリエーション協会８
団体
●各団体実施事業開催支援 ○ ○ ○ →

体育協会・
レク協・ス
ポーツ少年
団

スポーツ振
興課

99

２３年度事業報告 対象（ライフステージ）
対象NO 施策名

４年間の取
り組み目標

主な実施事
業

新規
継続

連番対象 担当

担当 連番

主な実施事
業

対象（ライフステージ）
NO 施策名

４年間の取
り組み目標

新規
継続

２３年度事業報告
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２４年度事業予定

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

事業の課題、問題点、アン
ケートの有無等

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

幼 青 成 高

継続

スポーツ大会を開催
（１０月上旬頃・１回・２
００人程度）

参加者の固定化、種目内容
の改善等が課題となってい
る。

スポーツ大会を開催
（１０月上旬頃・１回・２
００人程度）

○

６０才以上

高齢介護課 100

継続

●１１月２７日、３月１９
日にスポーツ推進委員（旧
体育指導委員）による
ウォーキングを開催した。
●１１月１０日、１７日に
ニュースポーツの指導を
行った。

-

スポーツ推進委員（旧体育
指導委員）によるウォーキ
ング開催とニュースポーツ
の指導

○

６０才以上

スポーツ振
興課

101

障害者向け
スポーツの
普及

継続

障害者スポーツ（卓球）教
室の開催（年１０回）
5/2,12,19,26,6/2,2/9,16,2
3,3/1,8　 延べ131人参加

スポーツ教室の種目の新設
について検討

障害者スポーツ（卓球）教
室の開催（年１０回）
5/10,17,24,31,6/7,2/7,14,
21,28,3/7

○ ○ ○

青年期から
高齢期まで
の障害者 福祉課 102

継続

県スポーツ大会（ボウリン
グ・アーチェリー競技会
4/10、陸上競技大会5/15,卓
球大会6/5、フライングディ
スク競技大会7/3、水泳大会
7/10で年5回）　延べ60人参
加
湘南地区障害者卓球大会
（3/18,年1回）17人

各団体や新規手帳取得者へ
ＰＲを積極的に行い、新規
参加者の確保に努める。

県スポーツ大会（ボウリン
グ・アーチェリー競技会
4/8、陸上競技大会5/13、
20,卓球大会6/10、フライン
グディスク競技大会6/24、
水泳大会7/1で年6回）
湘南地区障害者卓球大会
（3/10,年1回）

○ ○ ○

青年期から
高齢期まで
の障害者

福祉課 103

継続

全国大会等出場交付金の交
付：２１件 -

全国大会等出場交付金の交
付 ○ ○ ○

青年期から
高齢期まで
の障害者

スポーツ振
興課

104

担当 連番
主な実施事

業
新規
継続

２３年度事業報告 対象（ライフステージ）
対象NO 施策名

４年間の取
り組み目標

高齢者のス
ポーツ活動
の支援

老連へ委託
しての高齢
者スポーツ
大会の実施
と、老連が
行っている
各種スポー
ツ教室への
支援を通じ
て、高齢者
の健康づく
りと生きが
いづくりを
推進してい
きます。

4

障害者のス
ポーツ活動
の支援

障害者の身
心機能の向
上と社会参
加を目的と
してスポー
ツ教室の開
催と県ス
ポーツ大会
に参加支援
していきま
す。

3

スポーツ大
会への参加
支援

高齢者向け
スポーツの
普及
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２４年度事業予定

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

事業の課題、問題点、アン
ケートの有無等

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

幼 青 成 高

5

スポーツ指
導者の育
成・支援

スポーツ活
動を支援す
る体育指導
員の技量向
上を図りま
す。

体育指導員
によるス
ポーツ活動
の支援

継続

●８月２７日大和市他と交
流研修会を開催した。
●９月１８日にドッヂビー
自主研修会を実施した。
●１０月２９日に茅ヶ崎市
と交流研修会を開催した。
●１１月２３日に神奈川県
が開催した研修会に参加し
た。
●１２月１８日に開催した
湘南ブロック研修会に参加
した。

-

自主研修会の実施
湘南地区合同研修会参加

○ →

町民や各種
団体

スポーツ振
興課

105

NO 施策名
４年間の取
り組み目標

主な実施事
業

新規
継続

２３年度事業報告 対象（ライフステージ）
対象 担当 連番
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第３節　分野ごとの学習
５　健康・福祉

①健康・福祉について知り・学ぶ機会の充実
２４年度事業予定

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

事業の課題、問題点、アン
ケートの有無等

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

幼 青 成 高

各種健康教
室の実施

継続

健康づくり体操の日（原則
毎月第2木曜日と第4水曜日
実施。年間20回）
１，３４４名

-

健康づくり体操の日（原則
毎月第１木曜日と第３水曜
日実施。年間18回） ○ →

町内在住・
在勤・在学
の者 健康課 106

健康に関す
る講座等の
開催

継続

湘南史跡めぐり６／２２
（２３人）１１／１９（２
２人）１／２８（１４人）
ゆるやか健康体操教室５／
１９～６／２３全４回のべ
５０人　バトミントン競技
大会８／２１　６２人、初
心者かんたんヨガ教室９／
２１～１０／５全３回延べ
３７人、グランドゴルフ教
室１１／１０，１７　延べ
２８人、ノルディック
ウォーキング体験講座１／
２６，２／２全２回延べ３
０人

-

湘南史跡巡りや健康体操講
座の実施

○ →

町内在住・
在勤・在学
の者

公民館 107

NO

1

担当施策名
４年間の取
り組み目標

主な実施事
業

対象
新規
継続

対象（ライフステージ）

自らの健康
は自らが守
れるよう健
康に関する
住民への学
習の機会を
充実しま
す。

健康につい
ての意識啓
発、学習機
会の充実

２３年度事業報告
連番
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２４年度事業予定

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

事業の課題、問題点、アン
ケートの有無等

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

幼 青 成 高

各種栄養教
室の実施

継続

ライフステージにあわせた
栄養情報提供　　6/18
（土）親子料理教室 参加者
２４人　8/9（火）小学生料
理教室参加者３５人
10/20（木）壮年期料理教室
参加者２７人　12/15（木）
中年期料理教室　参加者２
８人　 3/16（金）高年期料
理教室 未実施　　　　　骨
密度測定　6/16、7/24、
8/26、9/21、10/25、11/18
６回　測定者　220人

ライフステージ栄養教室ア
ンケート有
参加者集めに苦労する。

ライフステージにあわせた
栄養情報提供　　5/27
（日）親子料理教室 8/8
（水）小学生料理教室 　壮
年期料理教室  中年期料理
教室 高年期料理教室 各１
回　定員各　３０人
骨密度測定　7/8、8/21、
9/12、10/18、11/22  5回
200人

○ ○ ○ ○ 健康課 108

大学等との
連携による
講座の開催

継続

文教大学出張講座「情報を
読み解く力とコミュニケー
ション」をテーマとしたた
め該当無し

-

文教大学出張講座
3回連続講座（２，３月）
大学との調整の上テーマ決
定

○ → 生涯学習課 109

福祉に関す
る学習講座
の開催

継続

社会福祉協議会によるボラ
ンティア活動に関する講座
を開催。
中学生のべ２５名参加ボラ
ンティア体験会　８／７、
１１、１７、２８　４回、
小学生ふくし体験会　８／
２、１６名参加

・参加者が少ない、各小中
学校にチラシを配布し、周
知にご協力をいただいたが
少なかった。　・アンケー
ト実施、子どもの感性、吸
収力の高さに気づかされ
た。

各小学校に出向いての福祉
教室開催に変更して行く。

○ ○ ○ 福祉課 110

福祉に関す
るイベント
の開催

継続

社会福祉協議会主催による
ふれあい福祉フェスティバ
ルへの参加

・障害者団体の参加に伴う
配慮、対応のバランスが課
題（支出面の偏りなど）・
アンケート無

１０／６（土）第３回寒川町
ふれあい福祉フェスティバル
を開催予定、出店者、来場者
あわせて５千人の参加を見込
み

○ ○ ○ 福祉課 111

４年間の取
り組み目標

主な実施事
業

新規
継続

2

食（栄養・
食育）につ
いての意識
啓発、学習
機会の充実

健全な食生
活の実践に
向け、食に
ついての意
識を高める
ため学習機
会を提供し
ます。

NO 施策名

3

福祉活動、
ボランティ
ア活動など
についての
意識啓発、
学習機会の
充実

住民が主体
となった福
祉活動・ボ
ランティア
活動に、参
加、体験が
できるよ
う、必要な
教室開催等
を行いま
す。

２３年度事業報告 対象（ライフステージ）
対象 担当 連番
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２４年度事業予定

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

事業の課題、問題点、アン
ケートの有無等

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

幼 青 成 高

継続

平成23年度要請なし

-

要請に応じて随時

○ ○ ○

町内在住・
在勤・在学
の方

継続

健康トレーニング教室を開
催６～７月､８～９月､１０
～１１月､１２～１月、２～
３月（全８回×５クール）
各クール２０人募集

参加者が固定化されている
ため、新規参加者の増が課
題となっている。

健康トレーニング教室を開
催８～９月､１０～１１月､
１２～１月、２～３月（全
８回×４クール）各クール
２０人募集

○

町内在住の
65歳以上の
方

国民健康保
険制度に関
する啓発、
学習機会の
充実

継続

啓発活動1回実施
1月9日成人式　522名

-

啓発活動1回予定

○ ○ →

　

保険年金課 113

国民年金制
度に関する
啓発、学習
機会の充実

継続

啓発活動1回実施
1月9日成人式　522名

-

啓発活動1回予定

○ ○ →

　

保険年金課 114

②健康・福祉の活動の促進
２４年度事業予定

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

事業の課題、問題点、アン
ケートの有無等

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

幼 青 成 高

1

健康づくり
活動の支援

自らの健康
は自らが守
れるよう、
各種の健康
づくりの講
座を開催し
ます。

健康づくり
（運動、休
養、栄養）
講座

継続

・ヨガセミナー（4回）
9/6,20,12/10,17　のべ２０
７人
・子宮頸がん予防講演会
　　5/28実施
　　参加人数　１３人
　　（台風による荒天）
・休養とこころのセミナー
（2日間3/1,16）４５人

休養とこころのセミナーは
今年度で終了

・ヨガセミナー（4回）
・健康普及講座（内容未
定）

○ → 健康課 115

対象 担当 連番

112高齢介護課

対象（ライフステージ）

対象 担当 連番

２３年度事業報告 対象（ライフステージ）

4

社会保障制
度について
の意識啓
発、学習機
会の充実

様々な情報
媒体や説明
会等を通じ
て社会保障
制度につい
ての意識啓
発、学習機
会の充実を
図り、適切
な利用を促
していきま
す。

施策名
４年間の取
り組み目標

NO

NO 施策名
４年間の取
り組み目標

主な実施事
業

介護保険制
度に関する
啓発、学習
機会の充実

主な実施事
業

新規
継続

新規
継続

２３年度事業報告
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２４年度事業予定

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

事業の課題、問題点、アン
ケートの有無等

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

幼 青 成 高

2

食（栄養・
食育）に関
する活動の
支援

食生活改善
推進員の活
動をはじめ
とした食に
関する住民
が主体と
なった活動
を支援しま
す。また、
人材の育成
を支援しま
す。

食生活改善
推進員活動
の支援

継続

栄養事業の提供　活動の随
時支援　各種研修
食生活改善推進員養成講座
開催 11/14（月） 11/21
（月） 12/12（月）12/26
（月) 1/16（月) 2/13（月
) 3/19（月）　全７回　受
講者　１９人　各回平均参
加者数　１８人

毎年食生活改善推進員の減
少により養成講座参加人員
を増加させないと活動がで
きない状態であるが、参加
者が集まらない。毎回の講
習後アンケートを提出して
もらいニーズにそった事業
を実施。

栄養事業の提供　活動の随
時支援　各種研修
食生活改善推進員養成講座
開催 11/19（月） 12/10
（月） 1/21（月）2/4（月)
2/18（月) 3/11（月 ) 3/18
（月）　全７回　各１５人
程度

○ →

食生活改善
推進員

健康課 116

福祉ボラン
ティア活動
への支援

継続

社会福祉協議会によるボラ
ンティア講座を開催。
ボランティア入門講座
(1/31,2/4,7,14,21,28のべ
58名参加)

予定していた講座を実施し
なかった。IT支援ボラン
ティア講座（グループの立
ち上げ準備に専念）
視覚障害者誘導ボランティ
ア講座（同行援護の開始も
踏まえ状況をみるにとどめ
た）アンケート実施

ボランティア入門講座（名
称を工夫する）５～６月開
催予定、回数は未定、数日
のプログラムを予定、のべ
１００名の参加を見込み ○ ○ ○ 福祉課 117

運動ボラン
ティア養成
講座

継続

6/27,7/11,7/25,8/1,8/29,9
/12実施　　参加延人数５９
人

参加人数が少なかった 開催予定
5/15,22,29,6/5,19,26

○ ○ ○ 健康課 118

ブックス
タートボラ
ンティア活
動支援

新規

年１２回
4/15,5/13,6/10,7/8,8/5,9/
9,10/7,11/11,12/9,1/13,2/
10,3/9  参加ボランティア
のべ８０人

-

年１２回

○ ○ 健康課 119

施策名
４年間の取
り組み目標

主な実施事
業

新規
継続

２３年度事業報告 対象（ライフステージ）

対象 担当 連番

3

福祉活動、
ボランティ
ア活動など
の支援

住民が主体
となった福
祉活動、ボ
ランティア
活動、健康
づくり活動
を支援する
ため、必要
な教室開催
等を行いま
す。

NO
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第３節　分野ごとの学習
６　環境

①環境について知り・学ぶ機会の充実
２４年度事業予定

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

事業の課題、問題点、アン
ケートの有無等

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

幼 青 成 高

1

寒川町環境
基本計画・
環境行動指
針について
の周知

環境報告書
の作成・公
表や、イン
ターネット
による環境
情報の公表
などによ
り、環境基
本計画や環
境行動指針
をより多く
の方に、周
知すること
を目指しま
す。

環境情報の
提供事業

継続

環境基本計画・環境行動指
針についてはHPで継続公
開、計画に基づく取り組み
状況については、環境報告
書として、HP等で公開し、
周知を図った。

課題：報告書の簡素化

環境報告書の意見募集につ
いては、環境基本計画の改
訂にあたりパブリックコメ
ントを実施したため、実施
を見合わせた。

新たに策定した「第2次寒川
町環境基本計画本編」をHP
で公開する。
計画の概要版（お知らせ）
を全戸配布して周知する。
計画に基づく取り組み状況
については、引き続き環境
報告書を作成し、HPで公開
し周知を図る。

報告書を簡素化し、多くの
町民に読んでもらえるよう
工夫する。

○ ○ →

町民・町内
事業者

環境課 120

2

環境情報の
収集と公表

環境報告書
や、イン
ターネット
などより環
境情報を分
かりやすく
公表し、か
つ内容を充
実すること
により、よ
り多くの方
が手軽に環
境情報を入
手できるよ
うにするこ
とを目指し
ます。

環境情報の
提供事業

継続

各種環境情報をHPや広報で
継続発信した。
環境報告書の作成において
各種環境情報の収集整理を
行い、作成、公表した。

さむかわエコネットのイベ
ント開催情報をHPで公表し
た。

課題：さらなるHPの充実 各種環境情報をHPや広報で
継続発信を予定。
環境報告書の作成におい
て、各種環境情報の収集整
理を行い、作成、公表、意
見募集を行う。

役場庁舎内や町内の公民館
等に、小スペースの環境
コーナーの設置を検討す
る。

○ ○ →

町民・町内
事業者

環境課 121

連番NO 担当施策名
４年間の取
り組み目標

主な実施事
業

対象
対象（ライフステージ）

新規
継続

２３年度事業報告
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２４年度事業予定

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

事業の課題、問題点、アン
ケートの有無等

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

幼 青 成 高

環境教育・
学習の推進
事業

継続

【環境学習会】
(7/28・1回・15名)
【川の生き物調査隊】
(8/7・1回・23名)
【環境映画上映と節電対策
講座】(11/26・1回・36名)
【野鳥観察会】
(2/11・1回・21人)

課題：引き続き、予算のか
からない実施方法を探す。

環境学習会・川の生き物調
査隊・環境映画上映と節電
対策講座はアンケート有

・予算のかからない、県の
機関等へ協力をお願し、既
存の事業以外の新事業に関
する検討を行う。
・動植物調査のための研修
会を開催（4回の予定）
・環境団体と連携する事で
学習体験の機会の充実を図
る

○ → 環境課 122

環境教育・
学習の推進
事業

継続

文教大学出張講座「情報を
読み解く力とコミュニケー
ション」をテーマとしたた
め該当無し

-

文教大学出張講座
3回連続講座（２，３月）
大学との調整の上テーマ決
定

○ ○ →
生涯学習
課

123

環境に関す
る講座等の
開催

継続

環境講座９／２９　１５
人、南部環境セミナー６／
１７　２３人　９／２２
１５人

-

環境学習の実施

○ →

町内在住・
在勤・在学
の者 公民館 124

連番

3

NO 施策名
４年間の取
り組み目標

主な実施事
業

新規
継続

環境に関す
る学習機会
の充実

様々な体験
を通して環
境について
学べるよ
う、学習機
会を充実す
るほか、住
民との協
働・連携を
図った学習
機会の創出
を目指しま
す。

２３年度事業報告 対象（ライフステージ）

対象 担当
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②環境活動の促進
２４年度事業予定

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

事業の課題、問題点、アン
ケートの有無等

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

幼 青 成 高

行動指針
（町民編）
の実践支援

継続

【クリーン作戦(ゴミ拾
い)】
(6回・計150人)
【川の生き物調査隊】
(8/7・1回・23名)
【野鳥観察会】
(2/11・1回・10人)

課題：会員の増加

川の生き物調査隊と野鳥観
察会については、アンケー
ト有

さむかわエコネット(寒川環
境町民会議)と連携し、環境
行動の推進を図る。

行動指針（町民編）の見直
しに向けた検討を行う。

○ ○ → 環境課 125

行動指針
（事業者
編）の実践
支援

継続

【統一行動日】
※湘南エコウェーブの取り
組みとして、町工業協会を
通じノーカーデーやイルミ
ネーションライトダウン等
啓発を実施(12/9・1回)

事業所の取り組みを推進す
る具体方策が必要。

行動指針（事業者編）の見
直しに向けた検討を行う。

○ →

町内事業者

環境課 126

行動指針
（行政編）
の実践

継続

環境行動指針及び寒川町夏
季電力節電・節電対策基本
方針に基づき、節電に取り
組んだ。

今後の電力需給状況によっ
ては、かなりの節電が必要
となる。

行動指針（行政編）の改訂
を行う。

○

町職員

環境課 127

ごみ減量化
推進事業

継続

生ｺﾞﾐ処理機の補助金申請(5
件)とﾆｺﾆｺﾘｻｲｸﾙﾌﾘｰﾏｰｹｯﾄ
２回（5/21・4500人
10/16・3100人）

課題：フリーマーケットの
来場者の増加

生ｺﾞﾐ処理機の補助金申請へ
の補助とﾆｺﾆｺﾘｻｲｸﾙﾌﾘｰﾏｰｹｯﾄ
2回開催予定 ○ ○ →

町民

環境課 128

資源ごみ分
別推進事業

継続

衛生指導員会議（2/18・
3/24・２回）

課題：衛生指導員の仕事の
周知

衛生指導員会議2回開催予定

○ ○ →

町民

環境課 129

連番対象 担当
対象（ライフステージ）

新規
継続

NO 施策名
４年間の取
り組み目標

主な実施事
業

住民の協力
のもとに、
ごみの減量
化、再利用
に向けた事
業を推進し
ます。

資源循環型
社会の構築
に向けた取
組みの促進

寒川町環境
行動指針の
実践

寒川環境町
民会議など
と連携・協
働し、環境
行動指針
（町民編・
事業者編）
の実践を目
指します。
また、行政
編について
は庁内の取
り組みを推
進し、環境
負荷低減を
図ります。

1

2

２３年度事業報告
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２４年度事業予定

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

事業の課題、問題点、アン
ケートの有無等

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

幼 青 成 高

地球温暖化
防止対策の
推進事業

継続

【植林プロジェクト】
12月4日(日)・1回・27名(※
うち寒川は13名)
【みどりのカーテン設置】
6月～10月・12施設
夏期・冬期の節電協力に関
する広報を実施

植林：アンケート有
みどりのカーテン：アン
ケート有、配布時期や生育
の仕方が課題
節電については、電力需給
状況により、今後永続する
可能性がある。

茅ヶ崎、藤沢と行うエコ
ウェーブの取り組みとし
て、温暖化防止の啓発に努
める。
また6月の環境月間、12月の
温暖化防止月間には広報等
でも啓発予定

○ ○ →

町民・町内
事業者

環境課 130

環境基本計
画推進事業

新規

環境審議会8回
環境調整委員会4回
環境調整委員会専門部会4回
パブリックコメント
説明会3回

環境基本計画策定に当たり
実施した町民・事業者・小
中学生向けのアンケートを
集計・分析

平成24年度から新計画(第2
次寒川町環境基本計画)に基
づき、取り組みを進める。

○ ○ →

町民・町内
事業者

環境課 131

オゾン層の
保護事業
（２３年度
まで）

継続

広報(12月号)・ポスター等
により

課題：新しい啓発方法の検
討

広報・ポスター等の掲示に
よる啓発予定

○ ○ →

町民・町内
事業者

環境課 132

連番NO 施策名
４年間の取
り組み目標

主な実施事
業

新規
継続

3

環境行動指
針の実践に
より、環境
負荷低減を
図ります。

省エネル
ギー、地球
温暖化対策
等への取組
みの促進

対象（ライフステージ）

対象 担当

２３年度事業報告
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２４年度事業予定

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

事業の課題、問題点、アン
ケートの有無等

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

幼 青 成 高

まちぐるみ
美化運動等
事業

継続

町内全域を対象に、２回
（６月・１１月）実施し、
事業所へも工業協会を通じ
参加協力を求めた。

参加者の減少 年２回（6月24日、11月4
日）実施予定、町内全域
（自治会、協力団体、事業
所など）

○ ○ ○ →

町民・町内
事業者

環境課 133

河川美化事
業

継続

ゴミゼロの日に合わせ、河
川美化キャンペーンを相模
川神川橋下流で６月５日に
実施した。また、目久尻
川、小出川で、自治会やさ
むかわエコネット、町職員
の協働で河川美化キャン
ペーンを１１月６日に実施
した。

相模川はゴミが減ってきて
いる。また目久尻川・小出
川のキャンペーンの趣旨
は、河川美化の啓発や地域
でのボランティアの輪の広
がることが目的だが、参加
者は増やしたいが清掃範囲
が狭い。

相模川；　5月27日実施予定
(町民、事業所、協力団体、
学校など）。
目久尻川・小出川；11月4日
実施予定まちぐみ美化運動
終了後（自治会、さむかわｴ
ｺﾈｯﾄ、町の共催、学校へも
呼びかけ）

○ ○ ○ →

町民・町内
事業者・各
種団体

環境課 134

住みよい環
境を守り育
てる事業

継続

住みよい環境を守り育てる
まちづくりポスター案を小
中学生に募集し、作成した
ポスターを町内公共施設、
事業所、店舗等に配布し、
掲示による啓発を実施予
定。６月２７日に寒川駅で
中高生や商店会、ボースカ
ウトなど地域の方と一緒に
啓発キャンペーンを実施
し、外イベントで啓発し
た。

周知啓発に努めているが、
ポイ捨てや犬のフンの放置
などの苦情はある。毎年寒
川駅で実施してきた条例啓
発キャンペーンを、違う地
区での実施を検討。条例啓
発ポスターの配布時にまち
づくり条例や美化に関する
アンケートを実施した。

毎年6月に地域や学校、団体
と一緒に条例啓発ｷｬﾝﾍﾟｰﾝを
実施、今年度は北部地域で
実施する。条例啓発ポス
ターを小中学生から募集
し、選定された絵をポス
ターにして、町内の事業
所、店舗、公共施設、学校
などに掲示していただき啓
発。イベントでの啓発、マ
ナー啓発看板の配付など。

○ ○ ○ →

町民・町内
事業者

環境課 135

4

地域ぐるみ
の環境美化
運動の推進

住みよい環
境を守り育
てる町づく
り条例の主
旨である、
ポイ捨てや
犬の糞放
置、落書き
等住民生活
への迷惑行
為防止に関
わる周知啓
発を行うと
ともに、一
定の成果が
あるまちぐ
るみ美化運
動や環境美
化活動、相
模川美化
キャンペー
ンを推進
し、目久尻
川や小出川
の河川美化
活動が広が
るよう自治
会等団体の
啓発や支援
をします。

NO 施策名
４年間の取
り組み目標

主な実施事
業

新規
継続

２３年度事業報告 対象（ライフステージ）

対象 担当 連番
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２４年度事業予定

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

事業の課題、問題点、アン
ケートの有無等

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

幼 青 成 高

寒川環境町
民会議との
協働作業

継続

【クリーン作戦(ゴミ拾
い)】
(6回・計150人)
【川の生き物調査隊】
(8/7・1回・23名)
【野鳥観察会】
(2/11・1回・10人)

課題：会員の増加
川の生き物調査隊について
は、アンケート有

さむかわエコネット(寒川環
境町民会議)に対し交付金を
交付し活動を支援。また、
具体的な活動についても人
的・物的協力をし、連携・
協働により環境活動の活発
化を進める。

○ ○ →

町民・町内
事業者

環境課 136

緑化活動団
体育成事業

継続

2,037㎡（通路分含む）の土
地を34区画に分け、34区画
全てを26名の方に貸し出
し、通年を通して四季折々
の草花を植えていただい
た。

参加人数が増えれば他の公
園の花壇等にも、花植を行
いたい。

緑化意識の高揚のため、川
とのふれあい公園に３４区
画、２６名の方に花壇の貸
し出しを行う。（通年） ○ →

緑化活動を
推進する団
体 都市計画

課
137

緑化活動団
体育成事業

継続

2,037㎡（通路分含む）の土
地を34区画に分け、34区画
全てを26名の方に貸し出
し、通年を通して四季折々
の草花を植えていただい
た。

参加人数が増えれば他の公
園の花壇等にも、花植を行
いたい。

緑化意識の高揚のため、川
とのふれあい公園に３４区
画、２６名の方に花壇の貸
し出しを行う。（通年） ○ →

緑化活動を
推進する団
体 都市計画

課
138

生け垣等緑
化推進事業

継続

平成19年度～23年度まで生
け垣の補助件数は0件であっ
た。

広報やイベント時にチラシ
の配布等を行っているが、
ここ数年、補助申請がない
ため、要綱の見直しが必
要。

既存の生け垣の助成制度を検
討し、新しい制度を実施し、
みどりあふれる美しい町並み
や景観の形成、防災、防火の
ための緑化推進を図る。

○ →

町内に住居
を有する者

都市計画
課

139

緑のﾌｪｽﾃｨ
ﾊﾞﾙ・緑化
ﾌｪｱの開催

継続

第20回記念緑のフェスティ
バルを開催に当たり、記念
植樹（ソヨゴ）を植樹す
る。また、有料にて花苗を
配布する。また、１１月に
は緑化フェアを開催し、緑
化啓発活動を行った。

第20回目の緑のフェスティ
バルが終わり、これまでの
活動を振り返り今後の方策
を検討する意味から、暫く
の間休止する。

秋の産業祭り開催時の「緑
化フェア」に集約して緑化
の普及啓発を行う。

○ →

町民等

都市計画
課

140

花植えボラ
ンティアの
普及

継続

第１回：６／５（日）
参加者：１６９人
第２回：１１／６（日）
参加者：１３８人

-

２３年度と同規模で実施
予定
第１回：６／３（日）
第２回：１１／４（日）

〇 〇 〇 →

町民・町内
事業者 都市計画

課
141

緑化の促進 緑化推進啓
発事業を進
め、住民の
協力のも
と、生け垣
や保存樹林
などによ
り、緑化を
推進しま
す。また、
緑化を推進
する団体を
支援します

5

環境保全、
緑化等にか
かわる住民
の主体的な
活動を支援
し、環境活
動の活発化
を目指しま
す。

環境団体の
育成・活動
促進

NO 施策名
４年間の取
り組み目標

担当 連番
主な実施事

業
新規
継続

２３年度事業報告 対象（ライフステージ）

対象
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２４年度事業予定

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

事業の課題、問題点、アン
ケートの有無等

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

幼 青 成 高

7

農業と住民
のふれあい
の創出

農業や緑
化、環境保
全などにつ
いての理解
を深めても
らえるよ
う、住民参
加型の事業
を推進しま
す。

家庭菜園事
業

継続

町内５カ所２３０区画の家
庭菜園を町内在住者に貸し
出し

-

町内５カ所２３０区画の家
庭菜園を町内在住者に貸し
出し

○ →

町内在住者

産業振興
課

142

NO 施策名
４年間の取
り組み目標

主な実施事
業

新規
継続

２３年度事業報告 対象（ライフステージ）

対象 担当 連番
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第３節　分野ごとの学習
７　安全

①安全について知り・学ぶ機会の充実
２４年度事業予定

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

事業の課題、問題点、アン
ケートの有無等

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

幼 青 成 高

総合防災訓
練の実施

継続

訓練想定：大規模地震発災
型対応（訓練地震規模はＭ
８、本町の震度は６強）
実施日：８/２1(日）
実施会場：小谷小学校
参加者総数：７２０名

全参加者にすべての訓練項
目に参加いただいたため、
ひとつひとつの訓練への参
加時間が短くなり十分な指
導や体験ができなかった。

大規模地震を想定して、
町・防災関係団体・地域住
民が一体となった大規模地
震対応住民参加型訓練を実
施する。
実施予定日：８/２６（日）
※自治会は、主に中部地区
の参加を予定

○ ○ ○ →

町内自主防
災組織２３
自治会（町
民）・防災
関係機関・
防災協力機
関

防災安全
課

143

防災に関す
る教室の開
催

継続

自治会、その他団体に対
し、防災に関する講演を
行った。（７回実施）

講演会への参加者は高齢者
が多く、若い世代の方に対
して防災意識の高揚を図る
必要がある。

自治会など団体の要請を受
けて実施する予定。（２～
３回程度） ○ ○ ○ →

町内自主防
災組織２３
自治会（町
民）他

防災安全
課

144

自主防災訓
練の実施

継続

自主防災組織の防災訓練を
年間２３回実施し、１４１
０名が参加した。

参加者の高齢化 自治会や地域団体等の訓練
の実施予定
２３回１５００名 ○ ○ ○ →

町内自主防
災組織２３
自治会（町
民）

消防本部
予防課

145

火災・防災
等に関する
教室の開催

継続

中学生による職場体験年３
回実施し３６名参加。
未就学児の親子による消防
署見学年３回実施し４５名
参加

-

消防署職場体験や各種講習
会、消防署見学を随時実施
する。 ○ ○ ○ →

消防本部
予防課

146

2

防犯に関す
る情報提供
や学習機会
の充実

町民の防犯
意識をより
高めるた
め、防犯講
演会、防犯
キャンペー
ン等の充実
を図りま
す。

防犯に関す
る講演会の
開催

継続

防犯アドバイザーを活用し
て、警察署や防犯関係団体
との連携を強化しながら、
地域･行政･警察が一体と
なって防犯活動を実施す
る。　　　　　　　　　各
小学校での懇談会に参加。
防犯キャンペーン
実施日：６／２２（水）
実施場所：寒川駅周辺

-

防犯アドバイザーを活用し
て、警察署や防犯関係団体
との連携を強化しながら、
地域･行政･警察が一体と
なって防犯活動を実施す
る。

○ ○ ○ ○

各自治会等

防災安全
課

147

NO

1

連番

防災・火災
予防に関す
る情報や学
習機会の充
実

町民の防災
意識をより
高めるた
め、防災訓
練、防災講
演会等の充
実を図ると
ともに、自
治会や地域
団体等の防
災講座や防
災訓練等を
積極的に実
施します。

担当施策名
４年間の取
り組み目標

主な実施事
業

対象
新規
継続

対象（ライフステージ）２３年度事業報告
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２４年度事業予定

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

事業の課題、問題点、アン
ケートの有無等

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

幼 青 成 高

交通安全教
室の開催

継続

町内５小学校において、警
察と連携し、自転車の乗り
方、道路の歩行訓練及びダ
ミー人形による衝突実験を
実施した。
参加者総数１，１７２名

交通安全の意識高揚を図る
ためには、継続的な啓発活
動が必要。

町内５小学校において、警
察と連携し、自転車の乗り
方、道路の歩行訓練及びダ
ミー人形による衝突実験を
実施する。 ○ ○ ○ ○

小学１年
生・小学３
年生

防災安全
課

148

交通安全
キャンペー
ンの開催

継続

春夏秋、年末をはじめ、行
事のあるごとに機会をとら
え交通事故防止の啓発活動
を実施した。
各季キャンペーン
春　　４／２９（金）
夏　　７／２９（金）
秋　　９／２７（火）
産業まつり 11/20（日）
年末　１２／１９（月）

交通安全の意識高揚を図る
ためには、継続的な啓発活
動が必要。

春夏秋、年末をはじめ、行
事のあるごとに機会をとら
え交通事故防止の啓発活動
を実施する。

○ ○ ○ →

一般町民及
び近隣市民

防災安全
課

149

応急手当等
に関する講
習の開催

継続

普通救命講習を年間１８回
実施し、４３０名が受講し
た。

２０代３０代の受講者が少
ない。

普通救命講習会の開催
年間４０回・５００名

○ ○ →

町事業所、
学校・自主
防災組織等
必要とする
者

消防本部
予防課

150

指導者講習
会の開催

継続

受講者希望者がいなかった
ため実施なし。

受講時間が長く受講希望者
が集まらない。

上級救命講習会の開催を実
施予定
年間１回１０名

○ ○ →

町事業所等
の安全管理
者等及び自
主防災組織

消防本部
予防課

151

5

薬害等に関
する情報提
供や学習機
会の充実

青少年健全
育成のた
め、保護者
を巻き込ん
だ活動にな
るよう広
報・啓発活
動等を推進
します。

薬物乱用防
止活動の推
進

継続

・9/3旭が丘中・寒川東中、
10/8寒川中３中学校文化祭等
薬物乱用防止キャンペーン
・11/20産業まつり時薬物乱用
防止キャンペーン
・広報誌を4/1号広報さむかわ
に折り込み全戸配布
・横断幕を７月・１１月に寒
川東中学校フェンスと寒川駅
南口駐輪場へ掲載

横断幕について３中学校を持
ち回りで掲載していきたい。
（１校あたり１ヶ月程度掲
載）
横断幕の掲載場所を中央公
園・駅前公園等人の集まる場
所に掲載できないか検討した
い。

・３中学校文化祭等薬物乱用
防止キャンペーンを予定
・産業まつり時薬物乱用防止
キャンペーンを予定
・広報誌を4/1号広報さむかわ
に折り込み全戸配布
・横断幕を１年を通して掲載
予定

〇 〇 →

青少年及び
成人

生涯学習
課

152

3

交通安全に
関する情報
や学習機会
の充実

町内の交通
事故0（ゼ
ロ）を目指
すため、町
民に対する
交通安全教
室や交通安
全講座等の
充実を図る
とともに、
町内で交通
安全キャン
ペーンを実
施します。

4

応急手当に
関する情報
提供や学習
機会の充実

研修会等を
開催し、応
急手当に関
する情報提
供や学習機
会の充実を
図ります。

NO 施策名
４年間の取
り組み目標

主な実施事
業

新規
継続

２３年度事業報告 対象（ライフステージ）
対象 担当 連番
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２４年度事業予定

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

事業の課題、問題点、アン
ケートの有無等

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

幼 青 成 高

6

食の安全に
関する情報
提供や学習
機会の充実

食の安全に
関する情報
提供や学習
機会を充実
します。

各種栄養教
室の実施

継続

ライフステージにあわせた
栄養情報提供　　6/18親子
料理教室参加者２４人 8/9
小学生料理教室 参加者３５
人　10/20壮年期料理教室
参加者27人　12/15中年期料
理教室参加者２８人　 3/16
高年期料理教室 未実施
骨密度測定　6/16、7/24、
8/26、9/21、10/25、11/18
６回　　測定者　２２０人

ライフステージ栄養教室ア
ンケート有
参加者集めに苦労する。

ライフステージにあわせた
栄養情報提供　　5/27
（日）親子料理教室 8/8
（水）小学生料理教室 　壮
年期料理教室  中年期料理
教室 高年期料理教室 各１
回　　３０名
骨密度測定　7/8、8/21、
9/12、10/18、11/22  5回
200名

○ ○ ○ 健康課 153

消費生活に
関する情報
提供

継続

広報誌やミニコミ紙を活用
し、消費者保護のため啓発
を継続的に実施する。
タウンニュースに掲載８／
５号・２／２４号

消費生活相談室の案内のみ
の記事を掲載したが、具体
例も併せて掲載すること
で、消費生活相談がより身
近に感じられるのではない
か。

広報誌やミニコミ紙を活用
し、消費者保護のため啓発
を継続的に実施する。
タウンニュースに掲載（年4
回）

○ ○ → 町民課 154

消費生活に
関する教室
やイベント
の開催

継続

高齢者被害救済見守り講座
平成23年7月27日（水）
対象者：寒川町介護保険事
業連絡会訪問介護部会会員
20名
平成23年11月18日(金）
自治会長　23名

訪問販売に関する相談が多
くないことを考慮し、講座
の対象者の選択が必要であ
る。

各種団体への講座を開催

○ ○ ○

年齢制限を
設けない
が、特に高
齢者を中心
とする 町民課 155

消費生活相
談

継続

毎週月・木曜日相談を実
施。（土、日祝日を除く）
寒川在住在勤者は茅ヶ崎市
での相談も可能

消費生活相談窓口を知らな
い人が多くいることから、
周知が必要である。

毎週月・木曜日相談を実
施。（土、日祝日を除く）
寒川在住在勤者は茅ヶ崎市
での相談も可能 ○ ○ →

寒川町民の
みならず茅ヶ
崎市民も相
談可能。ま
た、茅ヶ崎市
での相談も可
能

町民課 156

7

「賢い消費
者」「自立
した消費
者」の育成
に努めま
す。また、
茅ヶ崎市と
協定を締結
した消費生
活相談業務
相互利用の
充実を図り
ます。

消費生活に
関する情報
提供や学習
機会の充実

NO 施策名
４年間の取
り組み目標

担当 連番
主な実施事

業
新規
継続

２３年度事業報告 対象（ライフステージ）

対象
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②安全なまちづくりにむけての活動の促進
２４年度事業予定

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

事業の課題、問題点、アン
ケートの有無等

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

幼 青 成 高

自主防災意
識の啓発

継続

・防災講演会の実施
実施日：１１/２７（日）
参加者：１３４人
・産業まつり等イベント時
における啓発を実施。
・宮山、岡田新町への防災
講演会等を実施。

町民の防災に対する意識高
揚を図るため、魅力ある講
演の企画やチラシ等の配付
による啓発の実施が必要で
ある。

・１１月頃防災講演会を実
施する予定。
・各種町主催のイベントに
て啓発事業を実施予定。
・自治会で行う自主防災訓
練に参加し啓発活動を行う
予定。

○ ○ ○ →

一般町民

防災安全
課

157

自主防災組
織の支援

継続

１０月１６日に自主防災組
織のリーダー研修会を実施
し、４２名が参加した。

参加者の高齢化 リーダー研修会の実施　１
回４６名

○ ○ →

町内自主防
災組織２３
自治会

消防本部
予防課

158

防火団体の
育成と活動
支援

継続

１０月に保育園幼稚園７園
で防火教室を実施し、１３
５８人が参加した。２月７
日に女性防火教室を実施
し、３５人が参加した。

特に問題はなく、幼児期の
防火教育の目的は達成でき
ており、参加者のは講評で
ある。

園児等を対象とした防火教
室７園１４００人、女性防
火教室１回３０人

○ →

女性防火ク
ラブ員

消防本部
予防課

159

消防団活動
の支援

継続

４月１７日訓練指導会を実
施し１２７名が参加した。
６月５日操法大会の実施。
３月４日危険予知研修訓練
を実施し５９名参加した。

消防団員の確保 年間を通じて消防団員の教
育と訓練の実施する。

○ →

消防団員

消防本部
予防課

160

地域ぐるみ
の防犯パト
ロールの支
援

継続

児童・生徒の下校時に防犯
パトロール車で巡回すると
ともに、地域の防犯パト
ロールを実施した。

犯罪の発生を抑止するに
は、継続的な毎日のパト
ロールが必要。

児童・生徒の下校時に防犯
パトロール車で巡回すると
ともに、地域の防犯パト
ロールを行う。

○ ○ →

児童・生徒

防災安全
課

161

子どもの安
心・安全を
見守る活動
の推進

継続

子どもの安心・安全を見守
る推進委員会を開催した。
５月２５日。
学校、地域の実態に応じて
登下校時を中心とした見守
り活動を行う。

各地区の抱える課題につい
て情報交換をすることがで
きた。

子どもの安心・安全を見守
る推進委員会の開催（年間
１回＋随時）
学校、地域の実態に応じて
登下校時を中心とした見守
り活動を行う。

○ ○ ○

児童・生徒

学校教育
課

162

2

地域ぐるみ
の防犯対策
への支援

自治会や関
係機関等の
協力を得
て、子ども
の登下校中
の安全や地
域の安全確
保を図りま
す。

担当 連番

1

自主的な防
災活動・消
防活動への
支援

町民の防災
意識をより
高めるた
め、防災訓
練、防災講
演会等の充
実を図ると
ともに、自
治会や地域
団体等の防
災講座や防
災訓練等を
積極的に実
施します。

４年間の取
り組み目標

主な実施事
業

新規
継続

対象（ライフステージ）

対象施策名NO

２３年度事業報告

44



２４年度事業予定

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

事業の課題、問題点、アン
ケートの有無等

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

幼 青 成 高

3

交通安全活
動への支援

子どもたち
を事故から
守る事業を
推進しま
す。

黄色い帽子
の配布

継続

児童を交通事故から守るた
め、町内各小学校に入学す
る新１年生に黄色い帽子を
配布した。　　　　　配布
数：４１７

-

児童を交通事故から守るた
め、町内各小学校に入学す
る新１年生に黄色い帽子を
配布する。 ○ ○

就学前児童
（配布時）
新入学児童
（活用時）

防災安全
課

163

4

消費生活活
動団体の育
成支援

暮らしに役
立つ情報を
提供し、活
動団体の支
援を図りま
す。

消費生活関
連の活動団
体育成支援

継続

イベントなどに参加する消
費生活団体としての活動を
支援する。（後援など）

支援の方法について検討す
る必要がある

イベントなどに参加する消
費生活団体としての活動を
支援する。

○

消費生活問
題等に関心
のある団体

町民課 164

２３年度事業報告 対象（ライフステージ）

対象 担当 連番NO 施策名
４年間の取
り組み目標

主な実施事
業

新規
継続

45



第３節　分野ごとの学習
８　その他住民生活に係わる分野

①生活課題について知り・学ぶ機会の充実
２４年度事業予定

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

事業の課題、問題点、アン
ケートの有無等

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

幼 青 成 高

コミュニ
ティバスの
運行に関す
る情報提供

継続

ダイヤ改正に伴い、パンフ
レットの全戸配布、ホーム
ページでの周知等を行っ
た。

ダイヤ改正に伴い、やや改
善したものの、利用が低迷
している。

各施設や車内においてのパ
ンフレットの配布や、ホー
ムページ等での周知を行
う。

○ ○ →

高齢者等の
交通弱者及
び町民

都市計画
課

165

土地利用、
都市基盤整
備に関する
情報提供、
学習機会の
充実

継続

土地利用、都市整備基盤に
関する情報提供

事業の課題、問題点、アン
ケートは無

土地利用、都市整備基盤に
関する情報提供

○ ○ →

区画整理区
域内住民を
主とした全
ての町民 寒川駅周

辺整備事
務所

166

土地利用、
都市基盤整
備に関する
情報提供、
学習機会の
充実

継続

ＧＩＳを利用した都市計画
情報提供システムを構築
し、町ホームページ上で公
開を開始した。

-

引き続きホームページや窓
口で都市計画情報の提供を
行うほか、必要に応じ説明
会等を行う。

〇 〇 →

町民、事業
者

都市計画
課

167

2

地域の産業
に関する情
報提供や学
習機会の充
実

町産業を町
民に紹介
し、明るい
まちづくり
を推進しま
す。

産業まつり
の開催

継続

１１/１９（土）、２０
（日）にさむかわ中央公園
及び寒川総合体育館で開
催。
来場者３１，０００人

本来の産業まつりの姿では
なくなっている。

１１／１７（土）、１８
（日）で、開催予定

○ ○ ○ →
産業振興
課

168

連番担当対象
新規
継続

主な実施事
業

都市基盤整
備など、公
共事業につ
いての情報
提供や学習
機会の充実

町が進める
公共事業に
ついて理解
を深め、住
民の参加と
創意によ
り、個性あ
るまちづく
りを進める
ため、各種
事業につい
て情報提供
や学習機会
の充実に努
めます。

２３年度事業報告
NO

対象（ライフステージ）

1

施策名
４年間の取
り組み目標
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２４年度事業予定

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

事業の課題、問題点、アン
ケートの有無等

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

幼 青 成 高

広域行政に
関する情報
提供

継続

ＨＰや２市１町の広報紙、
協議会ニュース等を活用し
て、広域行政に関する取り
組みについて、随時情報提
供を行う。

２市１町協議会についての
住民の認知度を高めるた
め、周知方法等を工夫し積
極的に情報提供を行ってい
く必要がある。

従来のＨＰや２市１町の広
報紙、協議会ニュースに加
えリーフレットを作成し、
広域行政に関する取り組み
について、随時情報提供を
行う。

○ ○ →
企画政策
部

169

行政に関す
る情報の充
実

継続

広報紙で藤沢市、茅ヶ崎市
の情報を掲載する。（7月、
10月、２月号に掲載）

発行基準日が市町によって
異なるため、提供時期のず
れが生じる。

広報紙で藤沢市、茅ヶ崎市
の情報を掲載する。（概ね
４ヶ月に１回） ○ ○ →

企画政策
部

170

消費生活相
談

継続

毎週月・木曜日相談を実
施。（土、日祝日を除く）
寒川在住在勤者は茅ヶ崎市
での相談も可能

消費生活相談窓口を知らな
い人が多くいることから、
周知が必要である。

毎週月・木曜日相談を実
施。（土、日祝日を除く）
寒川在住在勤者は茅ヶ崎市
での相談も可能 ○ ○ →

寒川町民の
みならず茅ヶ
崎市民も相
談可能。ま
た、茅ヶ崎市
での相談も可
能

町民課 171

男女共同参
画プランの
周知

継続

２市１町広域連携事業とし
て、男女共同参画啓発の講
演会を実施
平成23年10月15日
講師　明橋大二 氏
「忙しいパパとママのため
の子育てハッピーアドバイ
ス」
参加人数　175名
(うち寒川町６名）

寒川町以外の参加者がいる
なかで、いかに寒川町から
参加者を増やすか周知等検
討する必要があり。アン
ケート実施しする中では、
好評であった。

２市１町広域連携事業とし
て男女共同参画啓発の講演
会を実施予定。

○ ○ → 町民課 172

男女共同参
画に関する
情報提供

継続

２市１町広域連携事業とし
て、男女共同参画啓発の講
演会を実施
平成23年10月15日
講師　明橋大二 氏
「忙しいパパとママのため
の子育てハッピーアドバイ
ス」
参加人数　175名
(うち寒川町６名）

寒川町以外の参加者がいる
なかで、いかに寒川町から
参加者を増やすか周知等検
討する必要があり。アン
ケート実施しする中では、
好評であった。

２市１町広域連携事業とし
て男女共同参画啓発の講演
会を実施予定。

○ ○ → 町民課 173

連番施策名
４年間の取
り組み目標

主な実施事
業

男女共同参
画の形成を
目標に講座
やセミナー
の開催を
し、意識啓
発を推進し

ます。

男女共同参
画社会に関
する情報提
供や学習機
会の充実

２３年度事業報告

広域行政の
取り組みや
広域的な連
携により実
施する事業
について、
情報提供や
学習機会の
充実を図り
ます。

NO
新規
継続

3

対象（ライフステージ）

対象 担当

広域行政に
関する情報
提供や学習
機会の充実

4
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２４年度事業予定

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

事業の課題、問題点、アン
ケートの有無等

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

幼 青 成 高

4

男女共同参
画社会に関
する情報提
供や学習機
会の充実

男女共同参
画の形成を
目標に講座
やセミナー
の開催を
し、意識啓
発を推進し
ます。

男女共同参
画のため講
座の開催

継続

２市１町広域連携事業とし
て、男女共同参画啓発の講
演会を実施
平成23年10月15日
講師　明橋大二 氏
「忙しいパパとママのため
の子育てハッピーアドバイ
ス」
参加人数　175名
(うち寒川町６名）

寒川町以外の参加者がいる
なかで、いかに寒川町から
参加者を増やすか周知等検
討する必要があり。アン
ケート実施しする中では、
好評であった。

２市１町広域連携事業とし
て男女共同参画啓発の講演
会を実施予定。

○ → 町民課 174

平和教育の
推進

継続

民間団体と共催し、平和
フェスティバルを開催し
た。
平成23年8月7日（日）
参加人数：110名
ピーストレインさむかわ
休止

若い世代の参加が少なかっ
た。また、今回のフェス
ティバルに参加していない
平和活動団体を把握し、来
年度の参加に向けて検討し
たい。

民間団体と共催し、平和
フェスティバルを開催予
定。

○ ○ → 町民課 175

人権相談の
実施

継続

人権相談（月２回）を実施
した。

-

月２回の定例相談を実施予
定。

○ ○ →

全町民を対
象とする
が、高齢者
については
福祉課、子
供について
は教育相談
で各々対応
も可能

町民課 176

人権教育の
推進

継続

６月１日、１１月２０日、
１２月６日に町人権擁護委
員とともに人権啓発を目的
に街頭キャンペーンを実施
した。１０月２９日に犯罪
被害者の人権についての意
識啓発を目的に人権フェス
タを開催した。
講師　河野義行
参加者　２８８人

人権啓発の必要性について
今後も機会を作って行う必
要がある。

６月と１２月の２回、また
産業まつりにおいて、人権
についての意識啓発を目的
に町人権擁護委員とキャン
ペーンを行う。

○ ○ → 町民課 177

5

対象 担当 連番
新規
継続

２３年度事業報告

平和・人権
などに関す
る情報提供
や学習機会
の充実

NO 施策名
４年間の取
り組み目標

主な実施事
業

対象（ライフステージ）

平和学習や
平和思想の
普及と啓発
を行いま
す。また、
基本的人権
尊重の精神
が身に付く
よう、人権
に関する情
報提供と学
習機会の提
供を図りま
す。
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２４年度事業予定
事業規模（実施日・回数・

参加人数等）
事業の課題、問題点、アン
ケートの有無等

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

幼 青 成 高

5

平和・人権
などに関す
る情報提供
や学習機会
の充実

平和学習や
平和思想の
普及と啓発
を行いま
す。また、
基本的人権
尊重の精神
が身に付く
よう、人権
に関する情
報提供と学
習機会の提
供を図りま
す。

人権教育の
推進

継続

人権教育講演会を実施
２月14日「子ども人権講演
会 －ひきこもり・不登校を
考える－」
22名参加

周知方法等、参加者を増や
す工夫の検討。

人権教育講演会を予定

○ ○ →
生涯学習
課

178

明るい選挙
推進大会

継続

実施しなかった。

-

実施は未定。

○ →

２０歳以上
の成人

選挙管理
委員会事
務局

179

２３年度事業報告 対象（ライフステージ）
NO 施策名

４年間の取
り組み目標

主な実施事
業

新規
継続

対象 担当 連番

選挙に関す
る情報提供
や学習機会
の充実

政治や選挙
に関心を持
ち有権者と
しての自覚
と政治意識
の向上に努
めます。

6
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②様々な活動の促進
２４年度事業予定

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

事業の課題、問題点、アン
ケートの有無等

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

幼 青 成 高

コミュニ
ティバス運
行に関する
住民からの
情報収集

継続

利用者の声を随時収集する
とともに、曜日別、ダイヤ
別、バス停別の利用状況を
把握した。

利用者以外の意見も集約す
る必要がある。

利用者の声を随時収集する
とともに、曜日別、ダイヤ
別、バス停別の利用状況を
把握するほか、必要に応じ
アンケート調査などを行
う。

○ ○ →

高齢者等の
交通弱者及
び町民 都市計画

課
180

都市計画提
案制度のマ
ニュアル化

継続

ホームページでＰＲを行っ
た。

-

ホームページでＰＲを行う
ほか、必要に応じ説明会等
を行う。 〇 〇 →

町民

都市計画
課

181

新幹線新駅
設置にむけ
た普及・啓
発並びに情
報提供、学
習機会の充
実

継続

・まちづくりの取り組みに
関する情報提供のため、ま
ちづくりニュースを発行し
た。
・町内小学校児童を対象と
した絵画コンクールを実施
（夏休みの課題）
・各種イベント（緑のフェ
ステイバル、産業まつり
等）で新駅誘致に関する啓
発を実施。まちづくりへの
参加促進を図った。

・事業推進に向け、地元合
意形成のためには、地権者
等のまちづくりに対する理
解、関心が不可欠。
・個々のまちづくりに対す
る考えや意向を把握するた
めに、検討区域内地権者
（約63ha、約500地権者）を
対象に戸別訪問を実施。

・地元組織によるまちづく
り検討（随時）
・まちづくりニュースの配
布及び広報による取り組み
に関連する情報提供等（随
時）
・町内小学校児童対象の絵
画コンクールの実施
・町主催イベントでの啓発
や情報提供等

○ ○ →

まちづくり
（面整備検
討）区域周
辺の住民を
主とするす
べての町民

新幹線新
駅対策課

182

2

自主的な地
域活動への
支援

住民に対し
て呼びかけ
を積極的に
行い、活動
への参加を
図ります。

町民の自主
活動にボラ
ンティア保
険による支
援

継続

住民活動補償制度の継続実
施により、町民の自発的な
公益的活動をバックアップ
を行った。

住民活動補償制度の町民へ
の周知が不十分。

住民活動補償制度の継続実
施により、町民の自発的な
公益的活動をバックアップ
をする。

○ ○ ○ →

全町民

町民課 183

対象（ライフステージ）

まちづくり
の計画や実
施にあた
り、住民の
参加を促せ
るよう、参
加機会の充
実や参加を
具体化する
ためのしく
みづくりを
進めます。

連番担当
２３年度事業報告

主な実施事
業

対象
４年間の取
り組み目標

施策名
新規
継続

NO

まちづくり
への住民の
参加機会の
充実

1
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２４年度事業予定

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

事業の課題、問題点、アン
ケートの有無等

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

幼 青 成 高

3

地域の産業
に関わる人
材の育成・
支援

地域産業を
育成する視
点から、地
域産業に関
わる人材の
育成を支援
していきま
す。

-

平成２２年度より廃止

- -  - 184

4

男女共同参
画社会の推
進

男女共同参
画の形成を
目標に講座
やセミナー
の開催を
し、意識啓
発を推進し
ます。

女性行政推
進事業

継続

平成23年度男女共同参画推
進市町村連携事業
「今、あなたに求められる
防災対策」
平成24年1月21日
講師　国崎信江氏
参加人数　６７人
(男性28人、女性39人）

今回の講演会は、防災を
テーマということもあり、
参加者は大変熱心に聞いて
いた。また、女性の参加者
も多く関心の高さが伺え
た。今後も、町民が参加し
やすい内容を検討していき
たい。アンケート実施結果
についても好評であった。

男女共同参画に関する講座
を開催予定。

○ → 町民課 185

平和推進事
業

継続

民間団体と共催し、平和
フェスティバルを開催し
た。
平成23年8月7日（日）
参加人数：110名
ピーストレインさむかわ
休止

若い世代の参加が少なかっ
た。また、今回のフェス
ティバルに参加していない
平和活動団体を把握し、来
年度の参加に向けて検討し
たい。

民間団体と共催し、平和
フェスティバルを開催予
定。

○ ○ → 町民課 186

人権啓発事
業

継続

６月１日、１１月２０日、１
２月６日に町人権擁護委員と
ともに人権啓発を目的に街頭
キャンペーンを実施した。
１０月２９日に犯罪被害者の
人権についての意識啓発を目
的に、人権フェスタを開催し
た。（講師　河野義行・参加
者２８８人）

今回は、地下鉄サリン事件
の河野義行氏だったので、
288名の参加を得て開催でき
たが、一般的に人権の講演
会は、参加を得るのが難し
いので、テーマをしっかり
決めて、事業展開をしない
といけない。アンケートあ
り

６月・１２月と産業まつり
で、街頭キャンペーンを行
う予定。

○ ○ → 町民課 187

5

平和思想、
人権尊重思
想の普及高
揚を図るた
めの活動を
支援しま
す。

平和・人権
などの活動
への支援

担当 連番
４年間の取
り組み目標

新規
継続

主な実施事
業

２３年度事業報告 対象（ライフステージ）

対象NO 施策名
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２４年度事業予定

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

事業の課題、問題点、アン
ケートの有無等

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

幼 青 成 高

5

平和・人権
などの活動
への支援

平和思想、
人権尊重思
想の普及高
揚を図るた
めの活動を
支援しま
す。

人権啓発事
業

継続

人権教育講演会を実施
２月14日「子ども人権講演
会 －ひきこもり・不登校を
考える－」
22名参加

周知方法等、参加者を増や
す工夫の検討。

人権教育講演会を予定

○ ○ →
生涯学習
課

188

6

地域交流活
動の推進

地域間交
流、姉妹都
市交流など
の住民活動
を支援する
ことによ
り、他の地
域の歴史や
文化などに
ふれあう機
会を増やし
ていきま
す。

交流活動の
支援

継続

寒河江市の観光パンフレッ
トの紹介

各種団体で姉妹都市交流を
している団体等の支援につ
いて、手法を模索する必要
がある。

寒河江市の観光パンフレッ
トの紹介

○ ○ ○ → 町民課 189

連番
新規
継続

２３年度事業報告 対象（ライフステージ）
対象 担当NO 施策名

４年間の取
り組み目標

主な実施事
業
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第４節　学習成果の活用

①学習成果を活用していくための支援の充実
２４年度事業予定

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

事業の課題、問題点、アン
ケートの有無等

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

文書館ボランティア活動の支
援

継続

新聞・写真資料の整理、展
示準備などの作業に、延べ
448名のボランティアに参加
していただいた。

新聞整理が終盤にさしか
かっており、新たな業務展
開が必要である。

ボランティアによる新聞・
写真などの資料整理、展示
準備を実施する。 総　務　課 190

サークル活動の活性化 継続
利用者の会の活動支援　随
時 -

利用者の会の活動支援　随
時 公　民　館 191

図書館ボランティア活動の支
援

継続

ボランティアの協力による
おはなし会の実施に向けた
体制作りを行った。

ボランティアとの協力体制
を構築し充実させていくこ
とが課題である。

ボランティアの協力による
おはなし会を開催する。 寒川総合図書

館
192

生涯学習人材登録制度の拡充 継続

登録者32名、メニュー数
55、生涯学習人材登録制度
ＰＲ講座の開催
８講座開催　延べ108人

制度やメニューの周知強
化。

生涯学習人材登録制度の実
施

生涯学習課 193

生涯学習人材登録指導者研修
会の開催

継続

生涯学習支援者研修会の開
催
３月23日開催 -

生涯学習支援者研修会の開
催

生涯学習課 194

連番担当施策名 ４年間の取り組み目標 主な実施事業
新規
継続

２３年度事業報告
NO

人材登録制度の充実 多様な講座が提供できるよう
に地域の人材の発掘、情報収
集を進め、制度のPRを行い制
度活用の促進を図ります。

2

1

自主的な生涯学習活動の支援 住民の自主的な生涯学習活動
を支援します。
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第５節　参加を支える環境の整備
１　生涯学習推進体制の整備

①生涯学習を計画的・総合的に推進していくための体制の整備
２４年度事業予定

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

事業の課題、問題点、アン
ケートの有無等

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

生涯学習推進組織
の活性化

継続

生涯学習調整会議幹事会・
年１回
生涯学習推進会議・年２回

-

生涯学習調整会議・年２回
生涯学習調整会議幹事会・
年２回
生涯学習推進会議・年２回 生涯学習課 195

地域生涯学習推進
員組織体制の充実

継続

推進員会議等の事業推進を
図る。会議及び事業は中部
２２回　北部13回　南部14
回

-

推進員会議等の事業推進を
図る。会議及び事業は年１
５回程度 公　民　館 196

2

社会教育委員の活
動の充実

地域の実情に応じ
た社会教育行政を
行うため、委員活
動の活性化を図り
ます。

社会教育委員活動
の活性化

継続

社会教育委員会議・年５回
「いつでも、どこでも、だ
れでもが学べる環境づく
り」平成24年２月22日答申 -

社会教育委員会議・年５回

生涯学習課 197

連番NO

地域ぐるみの生涯
学習を推進するた
め、全町的・地域
的・庁内の推進体
制の確立とその活
動の活性化を図り
ます。

1

担当施策名
４年間の取り組み
目標

主な実施事業
新規
継続

生涯学習を企画・
立案・実施するた
めの組織体制の充
実

２３年度事業報告
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第５節　参加を支える環境の整備
２　様々な機関との連携による支援体制の整備

①関係機関との連携による学習の支援
２４年度事業予定

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

事業の課題、問題点、アン
ケートの有無等

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

保幼小教育連携 継続

各小学校が行事等を通して、
学区内の保育園・幼稚園との
連携を図った。

各小学校が行事等を通して、
学区内の保育園・幼稚園との
連携を図った

各小学校が行事等を通して、
学区内の保育園・幼稚園との
連携を図る 学校教育課 198

県生涯学習セン
ターとの連携

継続

県生涯学習情報システム
「PLANETかながわ」にイン
ターネットによる情報入力
を行い、町生涯学習事業を
随時情報提供した。

月1回で各課に照会をかけ、
情報を収集しているが、そ
の形式について検討。

県生涯学習情報システム
「PLANETかながわ」にイン
ターネットによる情報入力
を行い、町生涯学習事業を
随時情報提供する。

生涯学習課 199

図書館情報相互利
用

継続

学校、公民館、近隣図書館
等との相互利用を図った。

今まで以上に連携を取って
いくことが課題である。

学校、公民館、近隣図書館
等との相互利用を図る。 寒川総合図書

館
200

大学との連携によ
る講座の開催

継続

文教大学出張講座３回連続
講座
「情報を読み解く力とコ
ミュニケーション」
2月18日、3月10日、17日
参加人数6名、10名、13名

アンケート有。参加者から
は好評であるが、周知方法
等を検討し、参加者の増を
図りたい。

文教大学出張講座
3回連続講座（２，３月）
大学との調整の上決定

生涯学習課 201

高等学校等との連
携による講座の開
催検討

継続

実施なし

-

検討

生涯学習課 202

3

民間学習機関との
連携による事業の
推進

民間学習機関との
連携による事業の
検討をします。

連携方策の検討 継続

実施なし

-

検討

生涯学習課 203

連番担当施策名 ４年間の取り組み目標 主な実施事業
新規
継続

２３年度事業報告
NO

大学等との連携に
よる事業の推進

住民ニーズを把握
しながら大学等と
連携することによ
り、質の高い講座
を開催するように
努めます。

2

1

関係機関との連携
による学習支援体
制の充実

県や周辺自治体と
の広域的な連携及
び地域内の諸機関
同士の連携による
様々な支援体制を
充実します。
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②団体や世代間の交流の支援
２４年度事業予定

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

事業の課題、問題点、アン
ケートの有無等

事業規模（実施日・回数・
参加人数等）

連携支援の実施 継続
不惑式（３月２０日）にお
いて、健康課の健康指導を
実施した。

-
文化・教育・福祉等ジャン
ルを超えた各種団体の連携
を図る。

生涯学習課 204

公民館の場の提供 継続 サークル活動へ場の提供 - サークル活動へ場の提供 公　民　館 205

世代間交流事業の
開催

継続

郷土研究会への委託事業で
「昔の遊び教室」実施　８
月１７日　２８人

昔の遊びに子ども達も興味
をもち、親達も参加してい
た。遊びの内容が例年同じ
にならないよう工夫が必要
か。

郷土研究会への委託事業で
「昔の遊び教室」実施　７
月　３０人 生涯学習課 206

親子で参加できる
事業の拡充

継続

折り紙教室４／２３　３２
人、楽しい紙芝居８／２５
５２人、タイルモザイク教
室８／１７，２４　延べ２
４人、羊毛講座１２／１
１３人、星空観察１２／７
６９人、散髪教室１２／１
３　１５人

-

タイルモザイク教室外７講
座

公　民　館 207

世代間交流事業の
開催

継続

将棋・囲碁教室　毎月第
１・３土曜日　延べ１０３
人、百人一首カルタ大会毎
月第２土　延べ１５１人

-

将棋・囲碁を通じて子ども
とのふれあいの場を提供す
るとともに、ボランティア
活動を促す。　毎月第１・
３土曜日

公　民　館 208

連番担当施策名 ４年間の取り組み目標
新規
継続

主な実施事業
２３年度事業報告

NO

2

世代間の意思の疎
通や、年配者の知
恵や技の伝承を行
えるような事業の
推進により、交流
活動を充実しま
す。

世代間交流の促進

1

文化・教育・福祉
等ジャンルを超え
た各種団体の連
携・交流を支援し
ます。

団体間の連携支援
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第５節　参加を支える環境の整備
３　施設の有効活用

①施設の有効活用
２４年度事業予定

事業規模（実施日・回数・参加
人数等）

事業の課題、問題点、アンケー
トの有無等

事業規模（実施日・回数・参加
人数等）

文化財学習センターの有効
活用

継続

年間を通じての開館
（開館日：火、水、金、土曜）

学校授業での活用（455人）
大学院の研究に活用（2回）

平成23年度は毎週土曜を試験的
に開館。それにあわせ、新規に
事業も実施。PRも積極的に行
い、学校事業での利用も増え、
大幅に入館者が増加した。
大学院の学生が資料の研究に訪
れるなど活用の幅も増えてい
る。

年間を通じての開館
（開館日：火、水、金、土曜）
学校授業での活用
考古資料、民具農具の研究活用

通年
生涯学習課 209

南小学校ふれあいホールの
有効活用

継続
年間を通じての利用
登録団体数 ７団体 -

年間を通じての利用
生涯学習課 210

青少年広場の有効活用 継続
通年

-
通年

生涯学習課 211

図書館の充実 継続
資料の充実、利用者支援を図っ
た。

常に利用者のニーズを把握して
いくことが課題である。

資料の充実、利用者支援を図
る。 寒川総合図書館 212

公民館の有効活用 継続
卓球・バトミントンの開放　随
時 -

卓球・バトミントンの開放　随
時 公　民　館 213

寒川総合体育館の有効活用 継続

多くの町民に施設を利用しても
らい心身の健康と体力の向上を
図ってもらう。

-

多くの町民に施設を利用しても
らい心身の健康と体力の向上を
図ってもらう。

都市計画課 214

さむかわ庭球場の有効活用 継続
週６日間開場した 施設の老朽化が著しい。 週６日間の開場

スポーツ振興課 215

町営プールの有効活用 継続
７月第３土曜日～８月末日まで
開場した

施設の老朽化が著しい。 ７月第３土曜日～８月末日まで
の開場 スポーツ振興課 216

スポーツ公園の有効活用 継続

年末年始を除く通年開場した 河川敷の施設であることや管理
施設がないことから、日常的な
維持管理が不十分である。

年末年始を除く通年開場

スポーツ振興課 217

3

学校施設の有効活用 学校活動に使われていない
時間帯の学校体育施設を有
効に活用します。

学校体育施設の有効活用 継続

体育館：３中学校、５小学校開
放
グラウンド：５小学校開放
夜間照明施設：２中学校開放

開放施設が学校施設であるこ
と、利用時間が平日夜間、土日
ということもあり、十分な管理
体制を維持することが困難な状
況である。将来的に制度設計、
管理体制の見直しを検討する時
期となっている。

体育館：３中学校、５小学校開
放
グラウンド：５小学校開放
夜間照明施設：２中学校開放 スポーツ振興課 218

文書館の充実 継続

1129点の資料を新規に閲覧でき
るようにし、331件のレファレン
スに対応した。企画展を１回、
ミニ展を３回、講座２本、講演
２回を実施した。

-

所蔵資料を充実、質の高いレ
ファレンスを実施する。企画展
３回、講座２本・10回、講演２
回を開催する。

総　務　課 219

地域集会所の有効活用 継続

地域住民の活動拠点として、引
き続き地元自治会を中心に構成
する指定管理者による管理運営
を行った。（利用回数３，９９
０回・利用者４４，０６４人）

修繕維持経費が増大している
が、町から十分な修繕費を確保
できない状況になっている。

引き続き、５年間指定管理を地
域集会所運営委員会連絡協議会
（地域集会所を持っている自治
会を中心とした運営委員会の集
合体）に委託する。

町　民　課 220

子育てサポートセンターの
充実 継続

子育て相談、子育て啓発活動、
子育てサークルの育成支援を行
う。（全ての開所日）

支援センターについてニーズア
ンケートを実施

子育て相談、子育て啓発活動、
子育てサークルの育成支援を行
う。（全ての開所日）

子育て支援課 221

NO

社会教育施設の有効活用 新設の施設はもとより、既
存施設の活用状況を再確認
し、有効活用を図ります。

スポーツ施設の有効活用 心身の健康維持を図るた
め、各スポーツ施設の有効
活用を促進します。

1

2

施策名 ４年間の取り組み目標

その他の公共施設の有効活
用

各施設の特性・特徴を十分
に発揮できるよう、施設の
有効活用を図ります。

4

新規
継続

２３年度事業報告
連番担当主な実施事業
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２４年度事業予定

事業規模（実施日・回数・参加
人数等）

事業の課題、問題点、アンケー
トの有無等

事業規模（実施日・回数・参加
人数等）

4

その他の公共施設の有効活
用

各施設の特性・特徴を十分
に発揮できるよう、施設の
有効活用を図ります。

公園施設・設備の充実 継続

寒川駅前3号公園の整備、目久尻
川ふるさとの川整備事業に伴う
一部用地買収、町民の寄付によ
り10公園に11基の遊具を設置、
上の山公園用地の一部を所有者
に返還、他の公園等の維持管理
を行った。

各公園の遊具やベンチ等の老朽
化が進む中で、維持管理するた
めの予算確保がむずかしい。

寒川駅前2号公園の整備、田端
矢島公園の水飲み場・日陰屋根
設置、他の公園等40箇所の維持
管理を行う。 都市計画課 222

主な実施事業
新規
継続

２３年度事業報告

担当 連番NO 施策名 ４年間の取り組み目標
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第５節　参加を支える環境の整備
４　参加を支える環境づくり

①参加しやすくするための環境づくり
２４年度事業予定

事業規模（実施日・回数・参加人
数等）

事業の課題、問題点、アンケート
の有無等

事業規模（実施日・回数・参加人
数等）

継続

各種講座、研修会時の託児実施 (社会福祉協議会より）保育時間
が長いとボランティアさんの負担
が大きい。せめて２時間まで。保
育年齢や状態により対応できるボ
ランティアさんが限定されてしま
う。アンケート無

各種講座、研修会時の託児実施

福  祉  課

継続
ファミリーサポート研修会時　３
回実施

引き続き実施 ファミリーサポート研修会時　3
回予定 子育て支援課

継続

講座開催時にはボランティアセン
ターへ依頼する。

事業開催時には、保育の依頼をし
ているが、今年度については、需
要が無く実施していない。

２４年度についても、事業開催時
には、ボランティアセンターへ依
頼する予定。 町  民  課

継続
講座開催時の町ボランティアセン
ターからのボランティア派遣 -

講座開催時の町ボランティアセン
ターからのボランティア派遣 生涯学習課

継続

講座開催時に社会福祉協議会と協
議し、保育を依頼（家庭教育講
演）

-

講座開催時に社会福祉協議会と協
議し、保育を依頼（家庭教育講
演）

公  民  館

手話通訳・要約
筆記等の設置及
び派遣

継続

手話通訳・要約筆記等の設置及び
派遣（手話通訳者派遣件数：
157、要約筆記者派遣件数17件）

制度利用者の固定化の傾向あり。 手話通訳・要約筆記等の設置及び
派遣 福　祉　課

関係各課
224

車イス等に対応
した講座の開催

継続

講座ごとに工夫する。

-

講座ごとに工夫する。

関係各課 225

障害者・高齢者
の学習支援の環
境整備

継続

大活字本等の購入を行った。 大活字本は、発行されるタイトル
が少なく、１冊が２冊など複数に
なり、１冊単価も高額であるため
選書が難しい状況である。

大活字本の継続的購入する。

寒川総合図書
館

226

講座開催時の託
児の実施

主な実施事業
新規
継続

NO

223

連番担当

2

障害者、高齢者
等が生涯学習に
参加しやすい環
境の整備（情報
バリアフリー、
施設バリアフ
リー）

障害や高年齢な
ど事業参加を阻
害する要因を少
しでも減少さ
せ、講座等に参
画しやすいよう
に環境整備を推
進します。

施策名
４年間の取り組

み目標

２３年度事業報告

1

子育て世代が参
加しやすい環境
整備

子育て世代が参
加しやすい環境
を整備するた
め、住民（ボラ
ンティア等）の
協力を得なが
ら、講座開催時
の託児の実施を
検討します。
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２４年度事業予定
事業規模（実施日・回数・参加人

数等）
事業の課題、問題点、アンケート
の有無等

事業規模（実施日・回数・参加人
数等）

継続

受講者の対象年齢等の設定はしな
いが講座の内容により開催時間や
曜日を工夫する。また、託児の実
施も併せて計画する。

いつ、何時に開催するかのニーズ
の把握が課題である。

事業の内容により、開催時間や曜
日の工夫を今後も検討していく。

町  民  課

継続

川の生き物調査隊8/7(日)開催
環境映画＆節電講座11/26(土)開
催
野鳥観察会2/11(土)開催

全てアンケート実施有 自然環境に関する事業について、
勤労者や子育て世代が参加しやす
いように、土日祝日の開催を継続
する。

環  境  課

継続

就労対策としてパソコン講座を開
催。
・ワード初級（１回）　５名
　平日・午前　全６回
　10/24、26、28、31、11/2、4
・エクセル初級（１回）　６名
　平日・午後　全６回
 　10/24、26、28、31、11/2、4
・ワード中級（１回）　７名
　毎週土曜日・午前　全６回
　11/12、19、2612/3、10、17
・エクセル中級（１回） 　５名
　毎週土曜日・午後　全６回
　11/12、19、26、12/3、10、17

・就労を目的としない受講希望者
も多い。
・アンケート実施

実施予定無し

産業振興課

継続

PTA指導者研修会等対象世代に合
わせて開催曜日、時間を工夫し
た。

-

対象世代に合わせて開催曜日、時
間を工夫する。 生涯学習課

継続
講座開催を土・日曜日も実施し
た。 -

講座開催を土・日曜日や夜間開催
も実施 公  民  館

インターネット
を活用した資料
予約システムの
提供

継続 - - - 関係各課 228

継続

寒川総合体育館のホームページよ
り利用室の空き情報や利用室の抽
選予約システム管理を行った。

１０月上旬に町民に対しアンケー
ト（利用者満足度調査）を実施し
た。

寒川総合体育館のホームページよ
り利用室の空き情報や利用室の抽
選予約システム管理を行う。 都市計画課

継続

公共施設利用予約システムを３６
６日稼働した

利用者が行う本申請、許可書等の
受領、利用料金の支払いが、開庁
日のスポーツ振興課の窓口に限定
されている。

公共施設利用予約システムを３６
５日稼働する スポーツ振興

課

主な実施事業
新規
継続

２３年度事業報告
担当 連番

インターネット
を活用した公共
施設予約システ
ムの提供

229

開催時間の工夫

ＩＴ機器を活用
した学習の支援

インターネット
を活用して、資
料の検索や施設
の予約ができる
ようにするな
ど、学習の利便
性を高めるシス
テムを構築しま
す。

4

3

講座等の開催方
法の配慮

通常の開催方法
では、参加しに
くい、勤労者や
子育て世代が参
加しやすいよう
に、講座の開催
曜日、時間など
開催方法を工夫
します。

227

NO 施策名
４年間の取り組

み目標
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２４年度事業予定

事業規模（実施日・回数・参加人
数等）

事業の課題、問題点、アンケート
の有無等

事業規模（実施日・回数・参加人
数等）

4

ＩＴ機器を活用
した学習の支援

インターネット
を活用して、資
料の検索や施設
の予約ができる
ようにするな
ど、学習の利便
性を高めるシス
テムを構築しま
す。

インターネット
を活用した資料
検索の提供

継続

利用者支援サービスを行った。 利用しやすい検索システムか常
に、見直しを行っていくことが課
題である。

利用者支援サービスを行う。

寒川総合図書
館

230

防犯パトロール
時等腕章等の貸
し出し

継続

各団体等からの依頼により実施し
た。　依頼団体：２ -

各団体等からの依頼により実施す
る。 防災安全課 231

文化財学習セン
ターの民具等資
料の貸し出し

継続

考古資料
　民間展示館での展示のため（4
月～12月）
　神奈川県主催の展示のため（12
～3月）
その他
　香川公民館へわらぞうり編み台
（5～6月）

考古資料の中には貴重な物も多
く、貸出も多い。町文化財のPRの
ためにも積極的に貸出等をし活用
を図りたい。

考古資料、民具等の貸出　通年

生涯学習課 232

青少年広場バー
ベキュー関連器
具の貸し出し

継続

通年 貸出器具の老朽化 通年

生涯学習課 233

防火・防災ビデ
オ等の貸し出し

継続

７事業所に対し、防火・防災ビデ
オ等を貸出し、防火防災教育の一
助にした。

新規ビデオ等の購入ができず、内
容が古かったり、実情に合ってい
なかったりするものがある。

随時、貸出し要望のある団体・事
業所に対し、防火・防災ビデオ等
を貸出し、防火防災に努めるよう
指導する。

消防本部予防
課

234

公民館の機材の
貸し出し

継続
住民の主体的な学習活動に必要な
教材・機材の貸出を行う。随時：団体
等

-
住民の主体的な学習活動に必要な
教材・機材の貸出を行う。随時：団体
等

公　民　館 235

担当 連番主な実施事業
新規
継続

２３年度事業報告

5

教材等の貸し出
しの充実

住民の主体的な
学習活動に必要
な教材・機材等
の貸し出しを充
実します。

NO 施策名
４年間の取り組

み目標
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